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　○ジョシコーセーの成分。







　ジョシコーセーの七十六パーセントは、




　──睡すい眠みん不足でできてる。
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　　　　『水玉色のジェネレーション。』




　　　　　　　school girl goes to girl's school






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんは、黒板の文字が遠くに霞かすんで見えなかった。

「眠い……」

　睡すい魔まに襲おそわれていたからだ。

　昼休み前の授業は、体育。

　受験でにぶった身体からだに、もともと運動神経もからっきし。

　そんなのでグラウンドを走り廻まわらされたら、へとへとになるに決まってるんだ。

「疲れて食欲がなくなっちゃったよう」

　──なんてこともなく、ランチはしっかり食べた。

　ＪＫだし、育ち盛りだし！

　小お倉ぐらあんサンドがたいへんあまく美び味みだったんだよ？

「ねむぃぃ……」

　午後一ゴゴイチの授業からマックス眠い。

　体育疲れに、お腹も満たされた。

　これで眠ねむ気けがこないひとなんているのでしょうか？

　睡すい魔まに負けじとがんばってはみてるけど、もうそろそろ限界。

　それでも、美樹本花鈴はまだ睡魔相手に善ぜん戦せんしてるほう。

　クラスメイトの半分は視点が定まってない。

　さらにそのうちの何人かはもう、眠りのなか。

　眠気に負けまいと戦っている子には、白目むきかけもいるから、それならいっそ負けたほうがいいんじゃないかと思う。

「こ、このまま負けてしまいたい……」

　がっくりと机につっぷしそうになる。

　なんとかこらえながら、花鈴はぷるぷると首を左右に振った。

　眠気を振り払おうとした。

　それでふと、となりの席の様子が目に入る。

　となりの席のカノジョ──安あ比い奈なひな子は、すっかりスリープモード。

　耳をすませば、

「すぅ……すぅ……」

　とちいさな寝息が聴きこえてきそうだった。

「安あ比い奈なさん……めっちゃ、気持ちよさそうに寝てるなあ」

　クラスの誰だれよりも早く、先せん陣じんを切って睡すい魔まに負けたカノジョ。

　抵てい抗こうした形けい跡せきもない。

「いいなあ……」

　と思う。

　いろんな意味で。はば広くそう思う。

　カーテンを透すけた五月の淡あわくなった太陽光線が、カノジョをぼんやりと照らしている。

　まるで映画のワンシーンを観みているみたいに。

「キレイだな……」

　ため息が出てきそう。

　なんなら、このままずっと見てても飽あきない気がする。

「これでおない歳どしでおんなじ性別って、神さまって差別が激しすぎだよ」

　言いがかりに近いけど、そんなふうに花か鈴りんは思ってしまった。

　神さまはイジワルだ。

　それくらい、安比奈ひな子というひとは、女の子のなかの女の子だった。

　まるで、おとぎ話に登場するお姫ひめさまみたく。

　白雪みたいに透けそうな肌はすべすべ。

　ぷにぷにしてやわらかそう。

　長い髪に長い手足。

　厚めの唇くちびるはチャーミングで、ちょっぴりセクシィ。

　痩やせすぎでもないし太ってるワケでもない。

　ちょうどいいを具現化したみたいにちょうどいい。

『女の子が女の子に抱いだく憧あこがれ』

『男の子が女の子に抱くロマン』

　すべてが全部いいカンジに詰めこまれて積み重ねられて、神さまがカノジョを創つくったんだ。

「うー！　どこのダレだよ！　痩せてるほうがいいって言ったヤツは!!」

　脚あしって、細けりゃいいってワケじゃないのね！

　思い直す。

　カノジョと比べると、痩やせぎすでカリカリの自分がとても恥ずかしい存在に思えてしまう。

　ネガティブ。

　卑ひ屈くつになりすぎる悪いクセ。

　誰だれかと自分を比較して、良いことなんてなんにもないのにね。

　カノジョと比較して、自じ虐ぎやくして、でも、なんだか──違う感情がわき上がってくる。

　おない歳どしなのに、憧あこがれちゃう。

　見てるだけで、ドキドキする。

　おなじ女の子なのに、となりにいるだけで、きゅんとしちゃう。

　カノジョから視線がそらせなくなる。

　だのに。

　花か鈴りんは、安あ比い奈なひな子のことが、




　──苦手だ。




　べつに嫌いになるようなことも、嫌う理由もカノジョとのあいだにない。

　だって、そうでしょ？

　まともに話したこともないんだし、

「だいたいさ、カノジョみたいな女の子の神さまに愛されたおしてるひととさ、なに話したらいいかぜんぜんわかんないし！」

　ネガティブこじれて、二の足を踏む。

　花鈴個人としても、このクラスじゃ〝浮いた存在〟だと自覚症状夥か多たで三の足四の足どころか、最初はじめの一歩も踏み出せてない。

「おはよう」

　の、ひと言もいえてないんだから。

　カノジョは、クラスメイトで。

　毎日となりの席で何時間もおなじ空気に微睡まどろんでるのにね。

　けどさ。

　もしか。勇気のカケラをかき集めて、カノジョに話しかけることができたとして──

「なにそれー、おもしろくなーい」

　とかカノジョの甘ったるく鼻にかかった声で言われたら哀かなしすぎてつらすぎる。

　つらすぎるんだよー！

　次の朝、ベッドから降おりるどころか布ふ団とんからも出たくなくなる。

　なんなら自分の世カ界ラに閉じこもりたおして、一生外げ界かいの空気に触ふれたくなくなるかも！

　だから。

　苦手。

　なんス。

　なんていったらいいの？

　なんていったら無ぶ難なん？

「もはや絶ぜつ対たい領りよう域いき並みに──不ふ可か侵しん！」

　安あ比い奈なさんは不ふ思し議ぎで独特の雰ふん囲い気きを持ったひとで、自分みたいなもんが、仲よくなりたいとか、もはや仲よくなれるなんて思えないんスよぉ。

　まして、このクラスには、友達がたったのひとりもいない花か鈴りんだ。

　入学して一ヶ月以上たつのに、だ。

　おはずかしい……！

　これがいわゆる『高校デビュー』に、失敗した！　というやつなんだろうか。

　いいんだいいんだ。

　寮りように戻ったら、おなじく地方から出てきた仲間たちがいるし。

　さみしい気持ちもたのしい気持ちも分け合えちゃう。

「けど、教室ではどうすんの？」

「ひとりでなにしてはるんです？」

　グサッとくる──その仲間たちからの厳き酷びしいお言葉も、ひとまず聞き流そう。

　だって、

「もうどうしたらいいのおおおおおぉっ？」

　わからないんだもの！

　とりあえず、〝孤こ独どく主義者〟気どって誤ご魔ま化かそう。

「え、あたし？　ひとりの時間が好きなのぅ」

　なんつって。

　そんなクラスで友達のいない哀かなしき孤独主義者の花鈴には、安比奈ひな子というカノジョの存在は、いろいろとハードルが高すぎる。

　いきなりラスボス！　ってかんじ。

　いいんだ。もういいんだよ！

　こうして、こうやって、となりの席からぼんやりとカノジョの横顔を眺めてるだけで、もう。

「ジョシコーって最高！」

　ジョシコーきてよかった！

　クラスでちょいぼっちだけど。

　東京きてよかった！

　ややホームシックなりそうだけど。

　東京マジ美女ばっか！

　街は人間多すぎて怖いけど。

　このクラス美女美少女多すぎ！

　東京ってみんなこうなの？

　てゆうか、ジョシコー最高!!

　そうだ！

　こんな名門女子校に入学できただけで奇き蹟せきみたいなもん！

　だのに、コレ以上何を望むというんだ自分！

　美み樹き本もと花か鈴りん、十五歳！

「…………てゆうね」

　自分で言って、思って、考えて、感じて、──むなしくなる。

　哀かなしくなる。

　なかば、花鈴はあきらめの境地に達しようとしてた。

　そうやって自分を納得させようとしてた。

「これから三年間、もしかするとずーっとこのクラスだったとしたら、ずーっと孤こ独どく主義者気どりでいなきゃなのか!?」

　という近未来から全力で目を背そむけることにした。

　マジな話をすれば。

　孤独主義者気どりながら、でも集団行動しなきゃならないのは、しんどい！

　友達少ないだけで花鈴は、真しんに孤独主義者じゃないし。

　そりゃあまあ、ひとりが楽なときもあるけど。

　すべてはあとの祭り。

　覆ふく水すい盆ぼんに返らず、だ。

　それは花鈴も判わかってる。重々承知してるつもりだ。

「自分で招いたアレだし」

　反省する。

　猛もう省せいする。

　そして後悔する。

「なんであのとき──」

　なんつって。

「自分のせいだよ」

　とほほ。

　泣きたくなってくる。

　おかあさん！

「どうしたらいいのおおおおおおおおお!?」

　もうわけがわかりません。

　だけど。

　たぶん。

　おそらく。

　いやいや、きっと、

　花か鈴りんが勇気をふりしぼりたおして手を伸ばしたなら、一歩踏み出したなら──

　誰だれかが、そっとその手をつかんでくれる。

　にぎってくれるはず。

　クラスのあの子かもしれないし、その子かもしれない。

　もしかして、




　──カノジョかもだ。




　誰かが手をさし伸べてくれるのを、微かすかな希望を抱いだいて待つ。

「もしかして？」

　って、待ってるだけ。

　だって、傷つきたくないし。

　手を伸ばして、その手がつかむのは空気だけだったりしたら。

「泣いちゃう！」

　こころがキュッて、ちいちゃくなっちゃう。

「傷つくのをおそれていたら〝恋〟は微ほほ笑えんでくれないよ」

　誰かが耳もとで囁ささやく。

　──てか、恋じゃないし。

　コレは。

　──てか、女子校だし。

　此こ処こは。

「でも、ひとはね、呼吸をするように恋をする生き物なんだよ？」

　だから、恋じゃねーし！

　てか、あなたダレなんスか？

　耳もとで囁ささやく妖よう精せいにガチギレしそうになって、ハタと気づく。

　気づかされた。

　花か鈴りんは、自分がすっかり睡ねむりに落ちていたことに。

「──……きもとさん……美み樹き本もとさん。えーっ、美樹本花鈴っ！」

　フルネームで呼ばれたのに、それが自分個人を呼ぶ声だと脳が反応できなかった。

　なにしろカンペキに眠りこんでた。

「ごきげんよう。よく眠れたかしら」

　微ほほ笑えみが逆に怖い。

　古文担当の担任教師が言った。

「は、はい！　ばっちり寝ました！」

　花鈴は反射的に起立した。

　なに言ってんの、アタシ！

　椅い子すがひっくり返って床ゆかにぶつかる音と、またたきを二回ほどした時間を経へて、花鈴は微睡まどろんだ現実世界に戻ってきた。

　いきおいよく立ちあがったせいで、膝ひざ裏うらで椅子をはじいてしまった。

　覚かく醒せい。意識ばっちりはっきり。

　自分の置かれた立場を瞬しゆん時じに、理解した。

　担任があきれたように首を振って、苦にが笑わらいしている。

「…………す、すみませええええん」

　もう、謝あやまるしかない。

　居眠りしてしまったこと。

　あせってドタバタしたせいでクラス中の注目がこのぼっち野郎に集まってしまったこと。

　アクビもしていないのに涙が出てきた。

　でもでも！

　居眠りをしていたのは自分だけじゃないはずでしょ!?

　ほらだって、ほかにも、ほら！

　ん……!?




　……──寝てない……んスけど!?




「ハッ！」

　そうか！

　みんな、アタシが怒られてるので目を覚さましたのか！

　なんてこったい！

　ずっと授業を真ま面じ目めに受けてましたみたいな顔しつつも授業に関係ないページを開いた教科書にわかりやすい半開きの寝起き目で見ている。

　みんな目が充じゆう血けつしてるよっ！

　まぶたがハレてるよっ！

「みんな、ヒキョーだよ!!」

　そう、全力で叫びたかった。

　でもそんな勇気あるワケない。

　くだらん孤こ独どく主義者気どるだけで精いっぱいなんだもの。

「……すみませええん」

　哀あわれ、涙声で謝あやまった。

　なんでなんでどうして自分が自分だけが立たされて怒られてるの……？

　そうか。

　コレは見せしめ！

　アタシは見せしめに選ばれてしまったんだ……！

　アタシが地味で目立たない田舎いなか者もののおのぼりさんだから!?

　ネガティブ発動により爆発的な被害妄想。

「じゃあ、立ったついでに、美み樹き本もとさん。つぎ読んでみて」

　苦笑いと陸つづきの微び笑しようで、担任がページ数と行数を指定してきた。

「あ、は、はい。あ、いや、ちょっと？　ちょっと待ってくださ……ちょっ、ま、」

　あわてた花か鈴りんの手から教科書が生き物みたいに逃げまどう。

「おまえはナマズかその類たぐいか!?」

　と言いたくなった。

　するり、花か鈴りんの手を滑すべって床に落下する。

　さらに、

「ここはスキー場かスケート場か!?」

　という摩ま擦さつ係けい数すうの少なさで教科書は、となりの席の机の下に横滑りしてもぐりこんだ。

　カノジョの、安あ比い奈なひな子の足もとに、だ。

　それで「ハーッ！」と気づいた。

　となりの席の、カノジョが……、







　……あのー、安比奈さん？




　──まだ寝てるんすけど……ねっ!!







　この状況でよく寝てられますね、安比奈さん!?
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　あまりにもなカノジョの姿に、ビックリして思わず膝ひざにきた。

　がっくりと膝を折ったまま、立ちあがれなくなった。

　またたき三回くらいの時間。

　静せい寂じやく。

　静寂。

　と、静寂。

　すると、

「どうしたの美み樹き本もとさん？　って、ああ……」

　ようやっと担任もソレに気がついた。

「安あ比い奈なひな子姫ひめさまもお眠りでしたか」

　やっぱりあきれ気味に担任は苦にが笑わらいした。

「ったくもう、そこのお姫さまはあいかわらずねえ……」

　以上。

　終わり。

　え？

　それだけ？

　花か鈴りんは数回まぶたを開け閉めした。

　担任は、ただただ苦笑い。

　怒ることも注意することも、もしくはほかの生徒（たとえばおとなりさんの花鈴）に起こすよう、うながすこともなく。

　──教師がそれでいいんスか!?

　と思わなくもないけれど、クラスメイトの誰だれもが、

「まあ、カノジョだし、しょうがない」

　そんな表情をして、縁えん側がわでひなたぼっこする猫を愛めでるような視線をカノジョに向ける。

　かくいう花鈴も、

「安比奈さん、気持ちよさそうに寝てるなあ」

　起こすのが申し訳わけないくらいにすやすやと、だから、思った。

「安比奈さんだから、しょーがない」

　だから、

　苦手なんだ。

　カノジョのことが、安比奈ひな子のことが。

　ズルイ。

　って思ってしまうから。

　カノジョなら仕方ないとなんだか許してしまう。

　カノジョならと許されてしまうことを許せてしまう。

　なんでかわかんないけど。

　たぶん、おそらく、ううん、きっと、




　カノジョは──女の子の神さまに愛されてるんだろう。




　だから、苦手だ。







　　　　『檸檬れもんのころ。』




　　　　　　　lemony girl






　　　　　　　♪




　安あ比い奈なひな子は、不ふ思し議ぎなひとだった。

「ねえねえ、」

　ふいにカノジョが話しかけてきた。

「な、なんすか？」

　ちょっと声をひっくり返しながら美み樹き本もと花か鈴りんは、ちいさく訊たずねる。

　カノジョが自分みたいなのに話しかけてくるなんて！

　と動どう揺ようしつつ、今は授業中なので、つとめて平静に。

　花鈴の心のやりとりに気づきもせず、安比奈ひな子は、

「教科書みせて？」

　言って、すでに机をちょっとずつ近づけてきてる。

　まあ！

「へ、ヘイ！　へいじゃない、フェイ！」

　フェイでもない。

　はい、だろう。

　あ、違うか。

「うん」

　で、いいんだ。ほんとは。

　おない歳どしだし、クラスメイトだし。

　本来なら、ね。

　まあ、いいんスけど。

　いいんスけど……ね！

　つーか、

「──いまかよ、いまなのかよっ!?」

　ぎりぎり口に出さず、心のなかで叫んでしまった。

　三時限目の数学がはじまってもう──三十分が経過していたからだ。

　今さら何な故ぜなのか？

　こっちのほうが気になった。

　じゃあじゃあじゃあじゃあ、この三十分なにしてたんスか、安あ比い奈なさん……？

　そりゃあまあ、ぼーっとしてた。

　となりの席でそれを見ていたから花か鈴りんはよく知ってるんだ。

　カノジョは昼休み明けの微睡まどろんだ空気の権ごん化げ。

　微睡んでほけーっとしてた。

　そりゃあもう、わかりやすくほけーっとしてた。

　教師が黒板に記す赤っぽい文字を目で追いかけているかと思いきや、視線はふわふわと、まるで宇宙を泳ぐ金魚を追っかけてるみたいにたゆたって。

　たまに意味もなく厚めのすっごいやわらかそうな唇くちびるを尖とがらせたりする。

　これまたやわらかそうなほっぺをぷくーっとふくらませてみたりする。

　授業に聞き入ってる様子は微み塵じんも見当たらない。

　そんな安比奈ひな子嬢じようの様子を横目に見ていたくらいだから、花鈴も授業に身が入ってなかったんだけれど。

　ピタリとくっついた机と机。

　ドッキング。

　どっきんぐ。

　ふたりのまんなかに教科書を開いて置く。

　カノジョが「んー」と身を寄せてのぞきこむ。

　ふいに肩と肩が触ふれる。

　といいつつ、本当は、制服の袖そでと袖が触れたくらい。

　それだけで何な故ぜか、ドキッ、としてしまう。

　きゅっ、て心しん臓ぞうがくるしくなる。

　うぅ、

「アタシは男子中学生か……っ！」

　自分で自分にツッコミを入れとく。

　ね！

　ね、じゃないな。

　なんだこのテンション……。

　鼻息が荒い。

　呼吸が不規則。

　自分で自分がワケわからん。

　ただ座ってるだけなのに。

　いつもとなりに座ってるカノジョが、いつもよりも近くで座ってるだけなのに。

　それだけなのに、

「ハァハァ！」

　いってるぞ、アタシ！

　自分で自分のテンションがおさえられない。

　なんでだろう。

　なにがどうなってんだろう。

　カノジョがとなりにいるだけなのに。

　いつもよりも距きよ離りが近いだけなのに。

　これは、たぶん、おそらく、きっと、花か鈴りんだけに限った話じゃない。

　みんながみんなそうなんだと思う。

　そうなっちゃうんだと思う。

　レモンが弾はじけるような、

　逆剥ささくれ立った人差し指を刺激されるみたいな、

　あの不ふ思し議ぎで甘あま酸ずっぱくてちょっとだけ痛いた痒がゆい、あのカンジ。

　わかる？

　わかってもらえるかな？

　カノジョのとなりに居ると、みんな〝初恋〟をしてしまう。

「レモンが弾はじけたんだ！」

　そう。それをたとえよう。

　ちょっと身体からだをかたむければ、カノジョの肩に自分の肩が触ふれる距きよ離り。

　ライト。

　右側。

　なにげない距離。

　ライト。

　右肩。

　触れそうで触れない。

　レフト。

　左手。

　空気をつかむよ。

　レフト。

　ひだり。

　指ゆび尖さき。

　傍かたわら。

　ムズムズする。

　ヘンな気分。

　イヤな気分？

　ううん。

　ぜんぜん！

「ひな子さんマジ天使な気分でちょーヘヴン!!」

　とか陽気に親指おっ立ててへたっぴなウィンクでもカマしながら、ぐいぐい肩を押しつけて親密感をアピールする？

「ヒャッハー！　マイソウルフレンド！　ヒーハーっ！」

　とかテンションだけで押し切る？

　ちょいちょいちょいちょいちょい。

　できないよ。

　できっこないよ！

　だって、アタシだもん。

　ネガティブで不器用であたま悪いし、かわいくないし。

　カノジョとは比べようとしても比べられない。

　天と地の差。月とすっぽん。

　たとえば、

　青い空にぷかぷかとたゆたう真っ白い雲。

　手を伸ばせば触ふれられそうな気がするけど。

　遠くに在あってぜんぜん届かないんだ。

　手を伸ばしても、伸ばしても、触れることなんてできないんだから。

　ずっと、見てたい。

　それだけでいい。かもしれない。

　ホントニソウ？

　カノジョとの距きよ離り。

　縮ちぢまらない。

　二センチメートル。

　縮められない。

　遠くて近い。

　近くて遠い。

　制服、長なが袖そで、波打つ繊せん維い。

　触れそうで触れない。

　ライト。

　ホントニソウ？

　見事に、惣そう。

　レフト。

　空気。

　窓まど際ぎわジェネレーション。

　空と雲と、二酸化炭素。

　ため息が出そう。

　レモンが弾はじけた。

　気づかずに。

　カノジョはなんて思ってるんだろう。

「って、なんも思ってるワケないし」

　心の内側で毒どくづいた。

　意識しまくってるのは自分だけ。

　もしもアタシがボクで男子中学生だったら、今日は眠れないかもしれない。。

　なんかいろんなこと考えちゃって。

　男子じゃなくても、眠れないかもしれない。

　制服が揺ゆれるんだもの。

　スカートの裾すそが短いんだもん。

　カノジョは、キラキラなんだもん。

　ゆらゆらして、今日は、眠れないかもしれない。

　だって、いろんなこと考えちゃって、思っちゃって、妄もう想そうしちゃって、想像しちゃって？

「なにやってんだアタシは……！」

　また、心で吐はく言コト魂ダマ。

　ずっと眺めてても飽あきないその綺き麗れいな横顔。

　レモンが弾はじけたんだ！

　気づかないで。

　気づかないでほしい。

　ドキドキしてるから。

　カノジョは、安あ比い奈なひな子は、のんびりな表情をしていた。

「教科書みせて」

　とか言って机を寄せてきたはずなのに、いっこうに教科書を見る気配がなかった。

　眺めるのもなし、横目にも見てない。

　あ、見た。

　いま見た。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ。

　一瞬見て、嫌そうな表情をした。

　なんでだろ。

「あのさー」

　カノジョがぽつりと話しかけてきた。。

　花か鈴りんに話してるみたいだけど、まるでひとりごとのようなトーン。

「うーん。教科書ってさ、なんか読みにくいよねぇ。ありんこみたく列になってさ」

　開いた教科書。

　数学。

　数字と文字の列。

　目を落とす。

　ありんこの列。

「ああ、」

　花か鈴りんも、そう思った。

　数字と文字がありんこみたく連つらなってる。

「じーって、ずっと見つめてたら動いたりしないかなあ。むずむずって動いて、自動的に頭のなかにインプットされてくれないかなあ？」

　やっぱりひとりごとみたいに、ひな子嬢じようは言った。

　その瞳ひとみはどっか遠くを見てるご様子。

　カノジョは「うーん」目を細めて黒板を見やってる。

　黒板の文字も、ありんこみたいに動かないかって挑戦してるらしい。

　なんて、かわいいんだ！

　だって、結果は、おわかりでしょう。

　そんなことできないよ。

「やっぱ、むりー」

　カノジョはさっさとあきらめて、シャーペンを目の前でぷらぷらと振ってる。

　ぐにゃぐにゃと曲がって見える。アレ。

　ぷらぷら。

　ぐにゃぐにゃ。

　ぷらぐにゃ。

　ぷ……、

「…………うー」

　カノジョは、ぷらぷらさせてたシャーペンを尖とがらせた唇くちびるの上に乗せて、鼻の間で挟はさみこむ。

　まさかの、勉強に飽あきた小学生のポーズ！

　しかもむかしの小学生！

　それもすぐに飽きたのか、シャーペンを放り出すと安あ比い奈なひな子は、でろーっと腕を伸ばしてびろーんと机に突つっ伏ぷしてしまった。

　……なにがしたいんだろう。

　安比奈さん。

　ナンデ机くっつけてきたんスか……？

　教科書、見ないし。

　てか、まだ──

　授業中ッスよ安あ比い奈なさん。

　マジだいたん！

　あからさまに飽あきたポーズ。

　なんてゆうか。

　こんなにも贅ぜい沢たくなルックスとスタイルしてるのに似つかわしくない態度のポーズ。

　かわいいのに。

　かわいいけど。

　いくらなんでも、飽きすぎッス。安比奈さん。

　ゆるすぎます。

　ゆるゆるです。

　なんか、もったいない。

　きりっとした顔したら、百人が百人、ハッとする妖よう艶えんさを持ってるのに。

　もったいないな。

　こんなゆるゆるな表情。

　とけちゃいそう。

　むにょーん。

　そんなかんじ。

　びろーん。

　机に突つっ伏ぷしてしまったカノジョの長い髪がさらさら広がってく。

　午後の光陽ひかりが髪の毛を透とうり過ぎる。

　長くて艶つややかで根もとから先さきの尖さきまで手入れと意識が行き届い……、

　て、ない。

　なかった。

　あら意外と、

「あ、寝ぐせがついてる」

　毛先に、くるっとカールしてる。

　くせっ毛じゃなくて、寝ぐせだろう。

　長い髪の毛の尖のほう。

　まさか、まさかだよ。

　だって、神さまの微ほほ笑えみかけ具合が遠えん慮りよ知らずな容姿に恵まれたおとぎ話のお姫ひめさまみたいなカノジョが、──寝ぐせつけてるなんて。

　そういえば、……三限目のときに寝てた……。

　つか、よく寝てる。

「目を閉じると、寝ちゃうの」

　そりゃそうだ。

　完ぺきそうに見えて、そうでもないの？

　ほんわかした雰ふん囲い気きの春を思い出す。

　カノジョは春の妖よう精せいさんみたいだ。

　日向ひなたぼっこしてるみたいな。

　ゆるゆるの雰囲気のカノジョは、いまは気持ちもゆるゆるなのかな？

「ありんこみたい」

　って教科書の文字をファンシーにたとえてみたり。

　頬ほおをふくらませたり、

　唇くちびるを尖とがらせてみたり、

　シャーペンを弄もてあそんでみたり、

　すぐに飽あきてみたり。

　意外と意外。

　なーんだ。

　となりの席で、午後のやわらかな陽ひ射ざしを受けてとろけそうになってる安あ比い奈なひな子。

　カノジョは、花か鈴りんが思っていた『都会の洗せん練れんされまくったイケてる女子代表』の最終形。

　だけど。

　いま、となりにいるカノジョには、ほんのすこしだけ、『田舎いなかのイモっぽい女子代表』の花鈴もほんの少しだけ、ちょっぴりのちょっぴりだけ親近感を覚えた。

　いつもは、となりにいるのに、地球の大気の内側からとなりの銀河の星を眺めてるみたいだった。

　それが今日は、大たい気き圏けんの外に出て、月面くらいから望ぼう遠えん鏡きようをのぞきこんだみたいな。

　本当に本当に、ちょっぴりだ。

　リアルに宇宙規模の話なら、これは、ただの勘かん違ちがいとか誤ご差さだろう。

　なさけなくなるくらい、ほんのちょっぴりなんだけど。

　これは、等身大のリアルジョシコーセーの話。

　田舎いなか出身のイケてないＪＫが宇宙に飛び出るなんて、なんて冒険だろう。

　なんて、すごい進歩だろう！

　これは進化だ。

　今なら月面でムーンウォークだってできる!!

「安あ比い奈なひな子さーん、」

　教師の声が飛んだ。

「今にも溶けてしまいそうね」

　もう、溶けてるけどね。

　教師は、教卓から一歩離はなれたところであきれてた。

　怒って皮肉を言ったんじゃない。

　安比奈ひな子嬢じようがあまりに見事にサボタージュしてたから、もはや感動すらおぼえてた。

　ふつう、なまけるならこそこそとするもんだ、

　それが、机に身体からだをなげうって堂々とスライムみたく蕩トロけてる。

　大物だ。

　カノジョは、カノジョだ。

　安比奈ひな子なんだ。

　それは？

　なに？

　花か鈴りんは思う。

「──安比奈さんって、変わったひとなのかもな……」

　そんな花鈴は、孤こ独どく主義者気どってるせいで。

「みきもとさんって、すごく変わってるよね」

　ってどっかの誰だれかに言われてたんだけど。

　知らないのは、花鈴だけだったんだけど。







　　　　『ポニーテールの揺ゆれ方。』




　　　　　　　twisted days






　　　　　　　♪




　服部はつとり美み苗なえは、ぜんぜんそれっぽくないけど、クラスの委員長だ。

　まったく委員長臭しゆうのしない今っぽいルックスのせいで、

「まるで既き存ぞんのメガネ優ゆう等とう生せい＝委員長のイメージじゃないぞ……」

　とか初対面、初しよ見けんの印象はあまりよくない。

　おまけにクラスで一番背が低い美苗なので、頼たよりなくも思えてしまう。

　だけど、やっぱり美苗は委員長だった。

　委員長されど委員長いやはや委員長。

　って？

　意外としっかり委員長ってことだ。

　美苗本人はツッコミ役を自認してる。

　仕切りのスキルとしてツッコミは重要だ。

　ほかのクラスメイトもそう認識してるが、ただし、いじられ役だとも思っていた。

「みなえもーん、わしゃわしゃわしゃー」

　クラスで一番背の高い子がクラスで一番背の低い美苗のポニーテールをわしゃわしゃとシャンプーするみたくもてあそぶ。

「みなえもん、パサパサのわしゃわしゃ」

　クラスのお姫さまもボリューミーなポニーテールに指をツッコンであそんでる。

　みんな、仲よさそうだ。

　びしっと仕切るところは仕切って、みんなとふざけるところはふざけあう。

　ちゃんとオンとオフの切りかえができていた。

　そんな美苗がクラスを先せん導どうし繋つなぎ緩かん衝しょう材ざいの役割等々を果たすことで、クラスがうまく廻まわっていく。

　クラスに大きな事件も起きない。

　些さ細さいな軋あつ轢れきくらいはあっても、それが大きな問題になる前に、美苗がなんとかしようとするし、実際なんとかなる。

　このあたりの危機管理能力というのも、美苗が生徒たちはもちろん教師たちからも信頼されている要因になっていた。

　が、

　しかし。

　美み苗なえでも〝干かん渉しよう〟できていない問題がひとつあった。

　問題というとだいぶおおげさになるので、

「気になることがあるんすよねー」

　と美苗の科白せりふに置き換えてみる。

　気になること、とは？




　──クラスで一名、ヒジョーに浮いた存在がいること。




　みんな仲よしを自負するこのクラスに置いてコレは、

「プチ由ゆ々ゆしき問題なんすよ！」

　委員長として、クラスの一員として。

　そう思っていた。

　責任も感じている。

「アレ？　あのコ……」

　と気がついたときには、すでに浮いていた。

　その前になんとかできなかったんだろうか？

　自問自答。

　あのコは、最初っから少々浮いていた。とはいえ。

　最近の浮きっぷりもなかなかのもんだ。

　しかも、本人がそれを自覚してるんだかしてないんだか判わからないが、ひとり浮いている状態になれてしまっている。

　状況を打だ破はしようとしてないように美苗には見えた。

　あのコは、いつも、ひとりで居る。

「え？　ひとりでいいんスけど？　むしろ、望んでひとりでいるんスけど、なにか？」

　みたいな孤こ独どく主義者の顔して。

「あ、そうなんだ」

　うっかり、そう思ってしまう。

　あのコがひとりでいるのがあまりにもデフォルトだったから。

「あかんあかん。ウチまでなれてどうすんの？」

　美み苗なえ委員長まで状況に納得してしまうところだった。

　委員長としてもクラスメイトとしても、クラス全員とコミュニケーションが取れてるつもりでいた。

　けど、あのコとほとんど会話らしい会話をした記き憶おくがなかった。

「美み樹き本もとさん。ってあのコの名前を呼んだのも数回」

　あるかないか。

「どうしたもんか」

　んで、件くだんのあのコはどうした？

　昼休みの教室。

　見渡してみる。

　その姿は、ない。

「どっかいった？」

　昼休みだし、あのコがどこへいってどうしてようがいいんだけど。

　あ、いや、

「んー……ん？」

　よく見てみよう。

「いたし……っ！」

　教室のはじっこのほう。

　ちっちゃくなって隅すみにすっぽり納まってる。

「体育座り……」

　なんで、そこに座ってるんだろう。

　あのコの席は、窓側の一番うしろ。

　つまり、いま体育座りしてるのとほとんど変わらない。

　それが何な故ぜに、どうして、椅い子すから降おりて、地べたで膝ひざ抱かかえてるんだ……？

　疑問っす。

「やっぱあのコ、変わってんだなあ……」

　美苗の個人的感想かつ、クラスの共通認識だった。

「変わってるコって自分で『変わってる』って意識ないんよね」

　往おう々おうにして。

「うちのお姫ひめさまとかもそうだし、天然なのに、」

「天然じゃないよー。ぜんぜんちがーう。天然だったこと一回もないしっ」

　とかいうけど、カノジョ──安あ比い奈なひな子は〝天然〟そのものだと思う。

　誰だれが見たってそうだと思う。

　あのコもまた『変わったコ』の自覚はないんだろう。

　今日も今このときも、昼休みの微睡まどろんだ空気のなか、ひとり別世界の空気感を放ってしまっている。

「うーん、」

　どうしたもんすかねぇ？

　あのコは、友達を作らない。

　いつまでたってもそのそぶりが見られない。

　もう、入学して一ヶ月以上はたつのに。

　当初、中等部からの持ち上がりの生徒と、高等部から新入学した生徒で、ちょっとした溝みぞみたいな見えないラインがあったのは事実だ。

　けど、それももううすれてきてる。

　みんなクラスに馴な染じんでる。

　のに、なのに、なのになんす！

　あのコときたら……。

　友達作らないのか作れないのか。

　または、そのどっちもか。

　美み苗なえ委員長の気も知らず、あのコは今日も哀あい愁しゆう漂ただよわせ孤こ独どく主義者の顔だ。

　膝ひざを抱かかえたあのコ。

　おもむろに立ちあがった。

「なんだ……？」

　美苗が見守るなか、ごそごそと──カーテンのなかにもぐりこみだした。

　カーテンにくるまってしばらくじっとしてた。

　かと思うと、一転して、ぐるぐるしたりしなかったり、している。

　それがしばらくつづいた。

　で、満足したか飽あきたか、いっさいの無の表情をした孤独主義者気どったあのコは、身をかがめて出てきた。

　カーテンのなかから。

　椅い子すに座ると、いっしゅん「にやり」と何か思い出して笑う。

　すぐに、誰かに見られないように机につっぷした。

「…………変わったコや」

　美苗は目を細める。

　つり目が垂たれ目になった。

　孤こ独どく主義者に、贈おくるべきは、

「拍はく手しゆか」

「それとも、哀あわれみか」

　かける言葉も見つからんよね。

　高一でもう孤独主義者って、世よ捨すて人か仙せん人にんなのか、キミは。

「孤独ってゆうのがさ、人生を楽しむための最高の隠し味スパイスなのさ」

　とか思ってたらどうしよう。

　学生生活向いてなさすぎだ。

　集団ってなにかね？

　個の集まりか。

　集団という個か。

　集団として、あのコの個を受け入れるのか。

　集団に、あのコの個を吸収させるのか。

　どうすべきか。

　服部はつとり美み苗なえとして。

　委員長として。

「つっても。委員長って、べつになにができるとかじゃないんだなあ、これが」

　ひとりごと。

　ごとごと。

　くり返して、やっぱりひとりごと。

「ウチって、委員長だからとかそういうんじゃないし」

　服部美苗個人的な話で、個人的な想い。

　委員長だからって、特別なことはなにもない。

　なにか特別なことができるワケじゃない。

　委員長だからって、意識してるワケでもない。

　なにか特別なことができるワケじゃないんだから。

　自分は自分。

　でも、委員長を任まかせてもらってるんだから、責任を持ちたい。

　だから、ちょっぴり気になる。

　ちょっぴり気にしちゃう。

　あのコのこと。

　だから、ちょっぴり悩んでいる。

　あのコにとって何が最良の選択なのか。

　よけいなお世話。

　委員長として？

　クラスメイト服部はつとり美み苗なえとして？

　考える。

　悩んでみる。

　あのコは、なにを望んでるのか。

　なにも望んでないのか。

　やっぱ孤こ独どく主義者？

　孤独を愛するハードボイルド!?

「──んなワケないじゃん」

　としかし〝カノジョ〟は言った。

　ショートケーキに刺さったロウソクの火を吹き消すみたく、とってもあっさり。




　ふーっ。




　美苗のなかのモヤモヤを消し飛ばした。

　毛先にやや寝ぐせのついたさらさらのロングヘアーのカノジョは、美苗のポニーテールをわしゃわしゃイジってくる。

　イジられなれた美苗はされるがまま。

　わしゃわしゃしながらカノジョは、美苗とおなじようにあのコに視線を送った。

　で、言ったんだ。

　とっても簡単に。

「アレって、ただたんに高校デビュー失敗してとほうにくれてるだけでしょ？」

　可愛かわいらしい綺き麗れいな顔して、カノジョはズバッと斬きり捨てる。

　ドＳか!?

　女王様!!

「ちょっ！　ひにゃこ、ソレゆったらおしまいっしょ!?」

　ツッコミがてら苦にが笑わらい。

　誰だれもが思っていて口に出さなかったことを。

　あっさりゆうんじゃないよっ。
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　ポニーテールが左右にゆさゆさ。

　ポニーだけど小型犬のしっぽみたく。

　ふさふさ。

　ふわふわ。

　ゆらゆら。

　ゆさゆさ。

「そっかなあー。だって、でも、そうでしょ？」

　安あ比い奈なひな子は、片方のほっぺをやわらかにふくらませて首をかしげた。

　──うっ、昼下がりもカワイイわー、ひにゃひにゃ！

　って。

　お姫ひめさまのキュートさにやられてる場合じゃなくて。

　純じゆん朴ぼくな男子中学生のような檸檬れもんが弾はじける瞬しゆん間かん。

　うっかり恋してしまいそうになる。

　カノジョに恋する美み苗なえ少年みたいに。

　だから、カノジョに言われると急にそんな気がしてくる。

　大好きなあのコが言ったんだ。

「そうかもしれないっす」

　レモンが弾はじけて、思ったんだ。

　だいたい、っす──

「アレはアレで、しあわせそうじゃない？」

　カノジョは言う。

　その視線の先、机にうつぶせだったあのコはいつのまにか、うとうとしていた。

　午後の微睡まどろんだ空気が睡すい魔まを呼んできた。

　睡魔さんは何ど処こにでもいる。

　はい、そこ。はい、そこ。はい、そこそこ。

　そこらへんを突っつけばたくさん溢あふれ出てくる。

　特に退屈な授業中とかには夥おびただしい量のヤツらがいるんだ。

　みんなそいつと戦って、

　……わりと負ける。

「ウチは勝ってるけどね！」

　さすが委員長。

　にしても。

　気持ちよさそうに寝てるな、あのコは。

　しあわせな夢でも視みてるんだろう。

　陽光ひかりに透すけて赤茶けた長い髪を耳にかけながら、

「なーんか、すっごい気持ちよさそうだからあたしも寝ちゃおうかなあ」

　カノジョが、はわわー、とおっきなあくびをした。

　手で口もとをおおう仕し草ぐさが可愛かわいらしくて、恋する美み苗なえ少年になってしまいそうになる。

　う、いかんいかん。

　思わず、お姫ひめさまがこくりこくり居眠りしてる姿を想像して高まりそうになった。

　美苗少年はやや頬ほおを紅こう潮ちようさせるも、頭を振って我われを取り戻した。

　ウチ、委員長だし！

　もうすぐ昼休みが終わる。

　今居眠りなんかしたら、きっとカノジョは五限目はずっと目め覚ざめないかもしれない。

　いくらカノジョが美苗にとって『お姫さま』でも、『居眠り姫』までは容認できない。

「なぜなら委員長っすから（キリッ）」

　心のなかでドヤ顔した。

　べつに、たまたま自分が委員長やってるだけで。

　偉えらくもなんともないけどさ。

　でも、委員長はいま、自分がやるべきことでもある。

　だったら、

「ひにゃこさん。もう五限はじまるし。寝たらあかんっ」

「みなえイインチョーのケチぃ」

「ケチじゃないし、委員長だし」

　よく判わからないツッコミを返して美み苗なえ委員長は、カノジョを席に座らせた。

「はいはい、次は生物だよー」

「そうだっけ？」

「まじっすか。さすがにもう覚えようぜえ」

「えーん」

　恍とぼけるカノジョ。

　ワザとじゃなく、天然っす。

「カワイイじゃないか！　許しちゃおうかしら！」

　なんて美苗少年はニヤニヤがおさえきれなかった。

　しかしまあ、

「こっちも、アレだけど」

　気持ちよさそうに眠ってるトコ申し訳わけ。

　片手で「ゴメン」の仕し草ぐさをしてから、服部はつとり美苗はポニーテールを揺らした。

「おーい、ミキモトさーん。起きろー」

　ちょんちょんとあのコ──美み樹き本もと花か鈴りんの肩を突っつく。

「ミキモトさん、もうそろそろはじまるから、五限目の授業。起きよっかー」

「あ……う……うーん……っ。もうちょっとぉ……」

　寝ぼけてた。

　どんだけ気持ちよかったんだろう。

　判わからないでもないけど。

「もうちょっとじゃないし。そのもうちょっとで授業はじまるっつーの」

　寮りよう生活の美樹本花鈴。美苗委員長を同部屋のひとと勘かん違ちがいしてた。

　完全に寝ボケてる。

　やれやれな娘コだ。

「ミキモトさん、ここ教室やっちゅーの！」

　美苗が思い切って正面から花か鈴りんの両肩をつかんで強く揺さぶる。

　と、

「はっ、なに！　あ、あれ!?　い、委員長……さんっ!?」

「起きた？」

　美み苗なえが柔にゆう和わな笑えみで訊きいてみる。

「起き……ました！　な、な、なに!?　どうし、ました!?　あ、アタシまたなんかしましたか!?　しちゃいました!?」

　一いつ瞬しゆんで目が覚さめたよう。

　けど、瞬まばたきもせずに美み樹き本もと花鈴は、美苗を見つめてる。

　しかも、何だか、

「あ、ヤダ、泣きそう……」

　って言い出した。

　言ってる間に、みるみる涙が溜たまってく。

　マジすか！

「ちょっ、なに!?　なんで泣くの!?　授業だからってゆっただけじゃん」

「ほ、ほんとですか!?　ごめんなさいっ！」

　美樹本花鈴はワケが判わかってないまま謝あやまる。

「いいからいいから。とりあえず、スタンドアップ！」

「は、ハイ！」

　美苗の声に、美樹本花鈴は卒業式みたいに緊きん張ちよう感たっぷりに起立した。

　が、寝起きで急に立ちあがったせいで、ふらふらしてる。

　頭に血が廻まわってない。

　ほんとに、やれやれなコだわー。

　だけどそれが、ちょっと微ほほ笑えましいんだけど。

　ミキモトさんって、変わったコかと思ってたけど、

「オモロイ娘コ」

　だったりもするんだな。

　気がした。

　なんというか、にくめない。

　おっちょこちょいだし。

　ああ、こうして、知っていくんだ。

　発見。

　思い出した。

　こうやって、誰だれかのことを知っていくんだ。

　少しずつ。

　少しずつだけど。

　これからもっと、知っていくんだろうか。

　知っていけるんだろうか。

　知っていきたいなあ。

　美み苗なえは、そう思ったんだった。

「すみませんすみません……」

　譫うわ言ごとのようにまだ、美み樹き本もと花か鈴りんがつぶやいてる。

　半泣きのクラスメイトを、

「はいはい、いいからいいから」

　と教室の窓側の一番うしろの席に座らせた。

「まだまだ……時間かかりそうやな」

　美苗は苦にが笑わらいした。

　とかやってると、

「……って！　──ひにゃこ寝てるし!!」

　美樹本花鈴のとなりの席、ちょっと目を離はなしたすきに、

「すぅ、すぅ……」

　心ここ地ちよさそうな寝息を立てて、カノジョが眠ってた。

「委員長は、居眠り姫ひめは認めないぞ」

　でも、嫌いじゃないぜ？

「ハーッ！　生物の宿題忘れてたし！　マジで死オ亡ワったし……!!」

　今度は、またそのとなりで、賑にぎやかな孤こ独どく主義者が泣き言のひとりごとを放ってた。

　ポニーテールを揺らして、

「やれやれなコたちや」

　つぶやく。

　マジで。

　寝てばっかだし。







　　　　『眠りの森の少女たち。』




　　　　　　　sleep（premix）






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんは、やらかした。

　この春、うっかり受かってしまった名門女子校。

　やらかしたのは、それじゃなく。

　思えば、合格したことからしてもう花鈴は、〝やらかして〟しまっていたのかもだけど。

「受かりたい！」

　という想いとおなじく、

「受かったらいいな」

　くらいの、想い出受験のつもりもあった。

　だから正直、受かったあとのことはあまり考えてなかった。

　憧あこがれと願がん望ぼう、夢だけがいっぱいで現実見てなかったんだもの。

　学校は、東京にあった。

　遠く離はなれた地方で生まれ育った花鈴。

　実家から通うのは、時間的に、距きよ離り的に、金銭的に、不可能。

　自家用ジェットでも持ってなきゃムリだ。

　家族会議を経へて、一度は、地元の高校に通うことも考えられたけど、

「行く！　行きたい！」

　花鈴は、数少ない友人に涙涙の別れを告げて、ひとりぼっちで故こ郷きようを離はなれた。

　自分で決めたこと。

　やってきました大都会。

　そこは冷凍都市。

　人間が冷たい。

　コンクリートジャングル。

　こわいよこわい。

　おかあさん！

　十五年間暮らした田舎いなかを離はなれ、家族と離れ、誰だれひとり知らない、なにも知らない場所で暮らす。

　不安でいっぱいだ。

　いっぽうで、

「今日からここで三年間生活するんだ……」

　入にゆう寮りようすることになった寮は、古いけど、その古さがまたオシャレ感をこれでもかと漂ただよわせていた。

　レトロな外観はかなり画えになる。

　ズバリ。映画の撮さつ影えいにも使われたことがある。

「ああ！　その映画みたことあるし！」

　マジすごいよ、東京！

「さすが東京！　オシャレ丸出し！」

　田舎娘として、あこがれの大東京に期待感もふくらませずにはいられない。

　そんな期待。

　たくさんの不安

　入り乱れて混じり合う。

　いつのまにか、それは花か鈴りんの心体からだの中心に得体の知れない塊かたまりとなって鎮ちん座ざしていた。

　本人も気づかない間に。

　慣れない寮生活。

　知り合いも友達も家族もいない。

　何もかもゼロからのスタート。

　自分が今までどれほどいろんなものに頼たよって依い存ぞんして生きてきたか。

　そんなのを反省するよゆうすらなく、ただただ、

「精いっぱい目いっぱいいっぱいいっぱい！」

　だった。

　学生寮の生活はたいへんだけど、なかなかたのしかった。

　同世代の女の子たちと寝しん食しよくを共にする。

　毎日が合宿みたいだ。

　先せん輩ぱいがいて、高等部では一番下だけど、中等部の子たちもいたからいいバランス。

「なんだか、〝仲間〟ってかんじ！」

　毎日、毎朝、毎晩、休みの日はお昼も顔を合わせる。

　学校がはじまるまでの春休みの短い時間でも、親しくなっていく。

　特に。

　寮りようの同部屋でいっしょに生活することになった比ひ井い史ふみ絵えと奥おく迫せり都みや子ことは、はじめぎくしゃくしつつも、自然と仲よくなった。

　花か鈴りんをふくめ、三人とも地方から出てきたばかりでおなじ高等部の新入生。

　期待値も不安感もおなじように共有しあえたのが大きかった。

『仲間』

『同志』

「つまり、それはソウルフレンド!!」

　チャラくいうとそうなる。

　そんな存在は、花鈴によゆうをもたらした。

　心のどまんなかに、

　──どでん！

　と偉えらそうに居い座すわってた〝謎なぞの塊かたまり〟はどっかに蹴けり飛ばすイキオイ。

　こうして、花鈴はひとつ成長した。

　気持ちが楽になった。

　実は謎の塊のせいで入寮してからずっとちゃんと睡すい眠みんを取れなかった。

　その日の夜、花鈴はようやっとまともに眠りつくことができた。

　それはもう泥どろのように眠った。

「ちょっとやそっとじゃ起きないんだからねっ！」

　眠り倒した。

「──それがなんでどうして、入学式前日の夜だったんだ？」

　って、

　それだけの話。

　それだけだったんだけど。

　なんで、よりにもよって前日だったんだ。

　前日じゃなくてよかったのに。

　ああそうです。

　そうなんです。

　人間にとって『睡眠』がどれくらい重要なのか判わかってる。

　足りなかった睡眠時間。

　それまで不足してた睡眠時間を取り戻すべくその日、花鈴は眠った。

　眠り倒した。

　眠り狂った。

　で。

　結果、







　──遅刻。







　した。

　入学式に。

　同部屋のふたりが懸けん命めいに花か鈴りんを起こしてくれたのにデス。

「ううーん。だいじょうぶだいじょうぶ。もうちょっとだけぇ……」

　あとですぐ行くから、と豪ごう語ごして。

　なのにふたりの背中を見送ったあと、




　──二度寝した。




　なんで、した。

「二度寝すんなよ、アタシ……！」

　そして、結果、遅刻。

　大遅刻。

　ぐはっ。

「はああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　目め覚ざめたときには、入学式がはじまってたんだった。

「うああああああああああああああ」

　なんにも考えずに、考えられずに飛びこんだ教室。

　誰だれもいなかった。

　なんで、どうして。

「アタシだけ……!?」

　なんでなんで!?

　パニック。

　冷静に考えれば当たり前でも冷静なんかになれない。

　初登校初遅刻なんだもの！

　まだ見ぬクラスメイトもほかの新入生も全校生徒も教職員も、なんだったら誰だれかの親兄弟も親しん戚せきも、入学式のために講こう堂どうで粛しゆく々しゆくと学校のお偉えらいひとたちのありがたい話を話半分に聞き流していたんだから。

　が、誰もいない教室にひとり。

　ひとりぼっち。

　孤こ独どく。

　花か鈴りんは自分だけが世界にひとりだけ取り残されてしまったんじゃないかと思った。

　たったひとり、誰も居ない世界にひとり。

　想ってしまった。

　実際にそうだったら、むしろ〝マシ〟だったかもと思えるほど、花鈴はこんがらがってた。

「はうううぁあぁあぁあぁあああああああああぅ……っ」

　涙で濡そぼちたおして一メートル先も見えない。

　一秒後の未来も視みえない。

　世界の終わりに立っているみたいだ。

　そんなとき。

　背後で、がらがらと教室の扉が開く音がした。

　希望の扉か、

　それは絶望の扉か、

　開くドア。

「ふえぇっ？」

　音のしたほうを振り向く。

　ぼやけてなんにも見えてないけど。

「……ダレっすか？」

　誰かが花鈴を見てひと言いった。

　丸まった猫ねこ背ぜの細身の少女は背中を向けて、ぽつんと教室に立っていた。

　おなじ一年生の真新しい制服姿の小こ柄がらなシルエットが花鈴を見てる。

　ダレ？

　おたがいに見知らぬ存在。

　でもすぐに、

「ああ、もしかして、遅刻してたコ？」

　その誰だれかが猫ねこ背ぜの制服──美み樹き本もと花か鈴りんの正体に気づいた。

　そこで花鈴も、

「はじめまして！　遅刻しちゃってすみません。でも、これからよろしくねっ☆（てへっ）」

　こんな軽いノリでブッこめたらよかったんだけれど。

　そんなこと天地がひっくり返ってもこのときの花鈴には無理だったろう。

　絶ぜつ賛さんパニック中。

　もともとへっぽこ戦隊ヘタレンジャーのレッドこと花鈴。

　そんなことができたら、緊きん張ちようして眠れない日々を過ごさなかったろうし。

　それに、だ──

「あ、ウチ、服部はつとり美み苗なえね。よろしく」

　そのポニーテールの誰かが、あえて軽いノリであいさつしてきた。

　謎なぞの少女（美樹本花鈴）は、ワケあって入学式に遅れてきてしまったんだろうと、慮おもんぱかって。

　自己紹介を受けて、

「……ふぇ……？」

　花鈴はポニーテールのちっこいシルエットの誰か以下教室に入ってきた制服の少女たちが、クラスメイトだと悟さとった。

　理解するのに数秒必要だった。

　自分が遅刻した所せ為いで顔を合わせることなく入学式をむかえてしまったのに、なんて優やさしい！

　自分が遅刻したせいで一生に一度の高等学校の入学式に、一名欠けた状態で出席させてしまった！




　終わった！

　マジオワッタ!!




　みんなの入学式を台なしにした！

　台なしにしたんだ！

　アタシが！

　ホントシャレニナッテナイヨ。

　ホントサイアクダヨ！

　アタシは……！

　その瞬しゆん間かん。

「ご、ご、ごめんなさあいぃいいぃぃぃうわぁああっぁあああぁあぁあん……！」

　花か鈴りんは号ごう泣きゆうしながら教室の床ゆかに崩くずれ落ちていた。

　傍はた目めにはどうしても土ど下げ座ざしてるようにしか見えなかった。

　どっ引くクラスメイトたち。

「なに!?　この子いきなり!?」

　ポニーテールの小こ柄がらな誰だれかが眉まゆをしかめる。

　花鈴はますます激しく、

「ごめんなさいごめんなさい」

　とくり返すだけだった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、このコ……!?」

　困った。

　さて、困った。

　みんな、困った。

「すみませんごめんなさいもうしません許してくださいもうどうしたらいいんだああああ」

　敬語で謝あやまり狂う花鈴に誰もが手をこまねいていて、誰もが、

「は、はやく担任の先生こないかな……」

　そう思っていた。

　そんななかで、たったひとり。

「なんか、〝変わった子〟だねー。いちこちゃん」

　ぽつりとつぶやいたカノジョがいた。

　たとえるなら白しら雪ゆき姫ひめみたいに透すき通りそうな肌の長い髪の女の子だった。

　カノジョはとなりに立つモデルさんみたいにスラリと背の高い友人に言っただけだったけれど。

　なぜかその声は、スピーカーで再生したように、教室の天てん井じよう壁かべ床ゆかすべて隅すみ々ずみに透き通って響ひびいた。

　クラスメイト全員の耳に届いた。




　──ああ、そうだ。




　──変わった子なんだ、このコ！




　全員が納得した。

　目の前で泣いている謎なぞの少女のことをそうやって理解して、そう処理対応することにした。

「すみませんごめんなさいすみませんごめんなさい申し訳わけありませんでした」

　花か鈴りん、敬語で謝あやまり狂う。

　もはや、ワケが判わからない。

　なんかの伝わりにくいギャグにしか見えない。

「泣くか謝るかどっちかにしたらいいのに」

　カノジョが不ふ思し議ぎそうな表情で、とても冷静なツッコミをする。

　と、一気に、緊きん張ちようが解ほどけた。

　うん。

　それは崩くずしたといっていい。

　カノジョ以外の誰だれかじゃたぶん、ダメだったんだろう。

　カノジョの持つ日向ひなたぼっこみたいなほんわかした空気とか、なんでも許せちゃうゆるい雰ふん囲い気きとか、チョコレートみたいにあまい声とか猫なで狂わすような喋しやべり方とか、ぜんぶがカノジョだったから。

　カノジョ──安あ比い奈なひな子だったから、それができた。

　みんなが一いつ斉せいに笑い出した。

「ちょっ！　ひにゃこ、真顔でツッコまないでよ！」

　ポニーテールの表情も崩くずれた。

　ほかのクラスメイトたちも釣られて笑った。

　笑いながら深呼吸する。

　謎の少女のせいで呼吸をするのを忘れてたからだ。

　カノジョが此こ処こにいてよかった。

　よかったんだろうけど、美み樹き本もと花鈴にとってそうだったかは、判らない。

　カノジョのおかげで教室の空気はなごんだ。

　でも、おかげで、

「変わったコ！」

　という美樹本花鈴のイメージを完全にできあがらせてしまったし。

　花鈴はもう取り返しがつかないと思っていた。

　スタートダッシュに失敗した。

　入学式がはじまる前に高校デビューに失敗したなんて。

「なんでこんなにはずかしいし、かなしいし、みっともないし、バカだし……」

　あーだこーだ。

　反省と後悔は終わらない。

　だけど、




　そんなはじまりでも、

　はじまりは、はじまりだったんだ。

　はじまりは、はじまりにすぎない。

　これから──




　だから、カノジョは微ほほ笑えんでたんだろう。

　ちょっとだけたのしそうに。

　判わかっていたんだろうか。カノジョは。




　これからのこと。

　たぶん、知らなかっただろう。

　でも、カノジョは判ってた。

　これからのこと。




　たのしかったり、せつなかったり、哀かなしかったり、

　うれしかったり、苦しかったり、おいしかったり、

　やさしかったり、悔くやしかったり、しあわせだったり、

　たくさんの感情で満たされた──これからのこと。

　ぜんぶぜんぶ、想像してみた。

　だから、たぶん、カノジョは微わ笑らってたんだろう。




「なんか、たのしくなりそうだなあ」




　って。




　綺き麗れいに笑ってたんだ。
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[image: ハウメニィタッチズトゥフィールの季節。how many touches to feel you?]








　　　　『雨あま棚だなの子供たち。』




　　　　　　　native dancer






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんは、傘かさを持ってきたことを後悔した。

　空は、

「水まきしてやろう。そんでそのあと虹にじを架かけてやろう」

　なんつって雨を降ふらしたりしてるんだろうか。

　淡あわ色いろの雲が何十にも重なってる。

　見上げる。

　降り落ちてくる雨を水玉の赤い傘でよける。

　いつもいっしょに帰ってるふたりは今日は用事があるとかで、下校はひとり。

　さみしくひとり。

「まあ、こんな日もあるさ」

　呪じゆ文もんみたいにつぶやく。

　子どものころ。

　暗い夜道が怖くて、ずっとつぶやいていた呪文があったっけ。

　あれ、なんだった？

「子どものころの話だもんな」

　忘れかけてた呪文を思い出そうとする。

　いまも十分に子どもだけれど。

　まだまだ身長も低くてジェットコースターにも乗れなかったころのことだ。

　いまもジェットコースターとかこわいから乗りたくないけれども。

「すーぱーかりふらじりすてぃっくえくすぴありどーしゃす」

　たしかこんなんだった。

　保育園の先生に教えてもらったんだっけ。

　なんて意味だろ。

　知らないや、いまだに。

　でも、むずかしくて言えなかったんだけど、口にすることができたとき、すごくうれしかったのは、いまだにちゃんと覚えてる。

　この魔ま法ほうの呪じゆ文もんさえあれば、なんでもできちゃうような気がしたんだもん。

「スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス」

　メロディに乗せて口ずさむ。

　花か鈴りんじゃなくて、ほかの誰だれか。

「スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス」

　とおくでカミナリの音がする。

　ごろごろ。

　リズムにあわせて、唄うたう呪文。

　降ふり出した雨。

　濡ぬれたアスファルト。

　喉のどの奥をしめつけるように、ぐうっとなる空気。

　魔法の呪文。

　口ずさむメロディ。

「雨、やめーっ」

　鼻にかかるあまったるいかわいい声。

　いつも教室で聞こえる声。

　聴きいてる声。

　カノジョが空を見上げてた。

　魔法の呪文を唱となえながら。

「ひにゃ、傘かさは？」

　となりのデルモのひと、織おり江え巫いち子こが安あ比い奈なひな子に訊たずねる。

「忘れたよー」

「マジか」

　巫子も傘を持ってくるのを忘れたらしい。

　カノジョが持ってることを期待していたのに。

　あちこちの傘が咲いてる。

　今日は雨の予報があったから、傘を持ってきてるひとがほとんどだ。

　それを忘れるなんて。

　あ、いや。

　あのデルモのひとはわざと忘れたのかもしれない。

「うふふー、相あい合あい傘ーっ♪」

　なんつって、いっしょに帰るため。

　まさかとは思うけど、デルモのひとならありえる……。

　巫いち子こは、カノジョのことが好きすぎる。

「待っててもやまないかなあ。夕立だとは思うけど」

　遠くの空を見て巫子が言う。

　たぶん、夕立。

　向こうの空が明るい。

　だから、このまま誰だれか知ってるひとがやってくるのを待っててもいいけど。

　そんなかんじの口調だった。

　花か鈴りんはゆっくりと歩き出した。

　激しい雨は、踊るように傘かさをすべって落ちてく。

「傘、はいってく？」

　なんて言えたらとっくに友達百人できてるわ。

　花鈴はため息をついて、重い足を交互に動かす。

　爪つま先さきに雨粒が跳はねる。

　寮りようについたら、靴くつ乾かしておかないと。

　この時期は、服も靴もなにもかもが乾きにくい。

　湿度。

　じとじと。

　じめじめ。

　雨は、降ふってる。

「そしたら、そのあと虹にじを架かけるよ」

　ほんとかよ。

　うそぶいてんじゃないの？

「スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス！」

　カノジョがつぶやく。

　魔ま法ほうの呪じゆ文もん。

　そしたら、そのあと、

「まあ、いいか」

　カノジョは言った。

「え、どうすんの？」

　巫子がカノジョの行動におどろいて目を開いた。

「えいやー」

　カノジョは、雨の下に飛びだした。

　ぱたぱたと走って、花か鈴りんの横を抜けてく。

「ちょ、ひな子!?」

「もはやきもちいーっ！」

　雨に打たれながら、カノジョは両手を広げて空にのばした。

「やめーっ」

　空に命令する。

　踊るみたいに。

　長い髪がどんどん濡ぬれてくのに。

　いくら女子校だからって、シャツがどんどん透すけてくのに。

　ブラ、水色じゃないか。

　なんて、アタシだって思うのに。

　いくら女子校だからって、一歩外に出たら、女子校じゃないのに。

「もう、ひな子！」

　といいながら、笑顔の巫いち子こも雨のなかへ。

　どうして？

「きゃー！」

　悲鳴をあげる。でも、たのしそう。

　踊るみたいにはしゃいでる。

　とってもたのしそう。

　傘かさを持ってないのに。

　ふたりともあんなにかわいくて綺き麗れいなのに、どうして？

　そんなにはしゃいでるんだろう。

　踊るみたいに。

　足を止めて、傘を放りだして、

「スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス！」

　雨に飛びこめば。

　どうしようもなく眩まぶしく見えるカノジョたちをうらやましく思わないですむんだろうか。

　どうして。

　はしゃぐカノジョたちに気づかれないように。

　傘をさげて、目をふせた。

　雨に濡ぬれた爪つま先さき。

　ああ、乾かさないと。

　染しみこむ染みこむ。

　ぐっしょり濡れる。

　透すける。

　シャツ。

　はじく、雨。

　濡れるスニーカー。

「ちょ！　ふたりともなにやってんの!?　ずぶ濡れじゃん！」

　遠くで鳴る声。

　委員長、服部はつとり美み苗なえがはしゃぐ美人ふたりを発見。

　びっくりしてあわてて、傘かさを手にふたりに駆かけ寄る。

「みなえもんもおいでー」

　雨の下、巫いち子こが手招きする。

「ぬれたー」

　カノジョがあまえた声で言う。

「ぬれたー。じゃないし。マジでびっくりするわー」

　背の低い美苗は、手を伸ばして背の高いふたりに傘をさした。

「きみたち、いくつよ。何歳よ。小学生かよ」

「十六ちゃい」

　ふたりがおどける。

「もう、透けてるし！　めっちゃ透けてるし！」

　ふたりのすけすけのシャツが、ぺったり肌にくっついてる。

「小学生じゃ、こんな下着つけてないでしょ？」

　巫子がイジワルっぽくわざと表情を艶つやっぽくする。

「ば、ばっか！　いいから、ほら、一回校舎はいろうよ！」

　まじめな男子中学生みたく美み苗なえは顔を真っ赤にした。

　耳まで真っ赤っか。

「みなえもん、まっかー」

　気づいてカノジョが両手で美苗のほっぺをはさみこんだ。

「つめたっ！　つか、びちょびちょ！」

「わーっ！」

　安あ比い奈なひな子が美み苗なえから傘かさをとりあげる。

「ちょっと！　ひにゃ子!?」

　うしろで悲ひ鳴めいが聞こえる。

　花か鈴りんはもう、遠くを歩いてた。

　水玉の赤い傘が、雨をはじく。

　左肩に染しみこむ。しずく。

「この雨がもしか、地上をつらぬく槍やりの束たばだったら、」

　死んでたな。

　そんなことを思いながら。

　ああ、傘忘れたらよかった。

　風が強くなってきた。

　傘がゆらゆらと揺らぐ。

　水たまり。

　跳はねる。

　小学生みたいに。

　跳ねる。

　水たまりの上。

　跳ねた。

　濡ぬれた。

　スニーカー、濡れた。

「つめたー」

　雨、はやくやめばいいのに。

　跳ねた。

　小学生みたいに。

　魔ま法ほうの呪じゆ文もんつぶやきながら。

　夏の日の夕立のことだった。







　　　　『デルモのこと。』




　　　　　　　orimo masao's talk show at that pool






　　　　　　　♪




　織おり江え巫いち子こは、モデルのひとだ。

「わー、いちこちゃんのってるー」

　わがクラスの姫ひめさまがやんわりのほほんとした歓かん声せいを上げた。

　まぶしいばかりにキラキラしたモデルさんが載のったファッション誌を机に広げてる。

　姫さまとはもちろん、安あ比い奈なひな子のことで、まだ二限目が終わったばかりであまり眠そうじゃない。

　もしくは、きのうはちゃんと寝てきたのかもしれない。

「ノリノリに乗って載のってるね！」

　姫がドヤ顔でおっしゃっていらっしゃる。

「これ、今月号だったんだあ」

　椅い子すの背もたれに手をやりドヤ顔の姫さまの背中越しに、織江巫子が雑誌をのぞきこんだ。

「いちこちゃん、かっこいー」

　カノジョの鼻にかかったあまい声に、巫子が頬ほおをゆるませる。

「まあまあ、もっと言っていいのよ、姫っ」

　言って巫子は背中からぎゅっとカノジョを抱きしめる。

　そんなか。

　そんな、うれしかったんか。

　チラリ。となりの席の美み樹き本もと花か鈴りんは横目に、思った。

　というか。

　重要な情報を耳にしたよ、いま!!

「──織江先さ輩んって、ほんとにモデルだったんだ!?」

　心の声が口から飛び出そうになって、空気を飲みこんだ。花鈴は身体からだをくの字に折り曲げて、息を殺す。

　机におでこを押しつけた。

　ほんとのホントに織江巫子はモデルだった！

　ファッションにまったく興きよう味みも知識もない花か鈴りんが、巫いち子こをはじめて見たときに、

「なんて、かっこいいひとなの！　モデルさんみたい！」

　って思ったくらいだ。

　この学校には、美女も美少女も美人も美少年（？）もイケメン（？）もいろんなタイプの女子がいるけど、なかでも織おり江え巫子は洗せん練れんされた磨みがき上げられた魅み力りよくがあった。

　美的な方面で、ひな子を『天才』とするなら、巫子は『秀才』というかんじ。

　ひな子は自分の天然美女っぷりを多少持てあましてる感がある。

　織江巫子は自分の良いところ悪いところ長所短所得え手て不ふ得え手てを理解して、自分の美を高めている。そんなイメージ。

　メイクも派手じゃないのにバッチリ決まって見える。要よう所しよ々よう々しよ、心こころ得えてるんだろう。

　とか、ファッション音おん痴ちの花鈴が考えることなんて程度が知れてるけれど。

　美み樹き本もと花か鈴りんはこのクラスのなかで、あいかわらず孤こ独どく主義者を気どってる。

　なので、教室のはじっこからクラスメイトを眺めた視覚的情報と、となりの席から聞こえてくるきゃっきゃうふふするイケてる女子たちの会話を、机に突つっ伏ぷしたり窓の外を見たり、耳をそばだてたりして、情報をゲット（盗ぬすみ聞きともひとは言うだろう）している。だけ。

　その地道な活動が実を結んだ。（？）

　結果、織江巫子がモノホンのデルモのひとだと情報を得たんだった。

「──だから、どうした」

　って話なんだけれども。

　だいたい、こんな情報、花鈴がさみしく孤独主義者気どってなかったら、とっくのむかしに知ってたはずなんだ。

　織江巫子がファッション誌のグラビアを飾かざるモデルだとか、

　モデルの活動に集中するために一年間休学していたとか。

　なんてのは、この学校の生徒には広く浅く知られてるんだから。

　巫子とおなじクラスなのに知らなかったのは花鈴くらい。

　こんなところでも実力を遺い憾かんなく発はつ揮きするディスコミュニケーション状態。

　花鈴も知ってるのは、巫子は、復学してもう一度高等部の一年生をはじめていること。

　安あ比い奈なひな子や花鈴とおなじクラスメイトだ。

　ひとりだけ色の違うネクタイやリボンの二年生の制服を着ているのは、そのせいだった。

「どう、なんだろう」

　おもんぱかってみた。

　同級生だけど、ひとりだけ歳とし上うえで。

　ひとりだけ、制服が違くって。

　ひとりだけ〝違う〟って、どんなふうなんだろう。

　どんなふうに感じてるんだろう。

　どんなふうに想ってるんだろう。

　本当の同級生は、一学年上で、べつの教室で、べつの棟とうで二年生として過ごしてるのに。

　巫いち子こは、一年生の教室にいる。

　此こ処こに居る。

　ほんとうは一学年下の同級生と、机を並べて、黒板の文字を目で追ってる。

　巫子の目には、どんなふうに毎日が映ってるんだろう。

　巫子の心には、どんなふうに景色けしきが溶けていってるんだろう。

　ひとりだけ、違う毎日で。

　思ってみても、考えてみても、さっぱり花か鈴りんには判わからない。

　想像はできても、答えは其そ処こにない。

　花鈴には、教室の一番うしろのはじっこの、この席から眺めるしかできないんだから。

　だって、花鈴は、織おり江え巫子じゃなし。

　織江巫子のことは、織江巫子しか判らない。心のなかの景色は、其処にしかないから。

　あたりまえのこと。

　あたりまえのことなんだ。

　会話もコミュニケーションもほぼ接点のない花鈴と巫子じゃ、さらにあたりまえだろう。

　ただ。そんな花鈴でも、この一番うしろの席から教室の風景を眺めているだけでも、判ることはいくつかあった。

　織江巫子は毎日──とてもたのしそうだ。

　いっつも笑顔。

　なにがそんなにたのしいんだろうって。

　たまに、真ま面じ目めな顔をしているときもある。

　だけど、そんなとき決まって考えてるのは、『どんなボケをしようか』とか『どんなイタズラをしかけようとか』そんな些さ細さいなこと。
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「えー、なにソレー、いちこちゃん、おもしろーい」

　安あ比い奈なひな子が独特の鼻にかかったあまったるい声で笑うと、巫いち子こもうれしそうに笑う。

　そんな様子をとなりで横目に見たり耳をそばだてたりしてると、花か鈴りんは思ってしまう。

「しょーもなっ」

　花鈴がきゃっきゃうふふしてるふたりをひがんでるとかねたんでるとか、一いつ切さい抜きにして、そう思ってしまうくらい、しようのないかんじなんだった。

　でも、巫子にはささやかだけれど、きっと、たいせつなことだ。

　それが、花鈴に判わかる日がくるんだろうか。

　このクラスで。

　このクラスメイトたちと。

　この学校で。

　たくさんの出で逢あいがあるとしたら、ね。

　此こ処こからいつも見てる織おり江え巫子は、たのしそうにしてる。

　一年生だからとか二年生だからとか、関係なしに、みんなとしゃべったり笑ったり。

　クラスメイトからも慕したわれて愛されて憧あこがれられてるように、見えた。

　見えるだけじゃなく、実際そうなんだろう。

　織おり江え巫いち子こは、日々をたのしんでる。

　カノジョ──安あ比い奈なひな子といるときなんかは、特に。




『もしかすると、織江巫子は、安比奈ひな子といっしょのクラスでイチャイチャしたいからってゆうだけで、留年したのかもしれない！』




　と周囲に思われてしまうくらいに、巫子は、ひな子を溺でき愛あいしてる。

「もしか、ほんとかもしれないぜっ？」

　いつか言うんだった。

　織江巫子が、誰だれかに向かって。

「ん……？」

　それには気づいてない。

　美み樹き本もと花か鈴りんは、ぜんぜん、気づいてなかった。

　それがいつかなんて。

　てんで想像もできてなかった。

　梅つ雨ゆ入りってころの話。

　七月。

　夏はまだかな。

　美樹本花鈴はまだまだくだらん孤こ独どく主義者だった。







　　　　『おへその穴。』




　　　　　　　ritardando






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんは、逃げ出したいことばかりだった。

　たとえば、小こ難むずかしい数学の授業、眠くなる古文。

　たとえば、小テスト、中間テスト、実力テスト、期末テスト、とにかくテスト。

　たとえば、運動能力測定、球技大会、体育の長ちよう距きよ離り走。

　短距離も苦手だよ？

　友達のいない教室。

　息苦しくなる休み時間。

　それはそれで、毎日はそれなりにたのしいし、それなりに退屈だ。

　退屈くらいがちょうどいい。

　いそがしすぎて自わ分れを忘れてしまうよりは、ずっとマシ。

　そんなふうに思ってみたりする。

　四人部屋に三人暮らし。

　二段ベッドの上。

　たいせつな空間。

　ここが、此こ処こだけが自分だけの空間。

　たとえば、此処だけが自分の世界なんだとしたら。

　ちいさな世界。

　こんなに、こんなにもせまくてちいさな世界で、逃げ出したところで、なにができる？

　何ど処こへゆける？

　たとえば、此処が、夢の世界への入り口だったとして、そしたら、何処へいこう。

　何処にでもゆける。

　映画みたいな不ふ思し議ぎの世界。

　くじらの背中に乗って、暗い暗い海の底の世界へ。

　泳ぐ鳥に見送られながら、さよならしたら、宝の地図を手に流星をめぐる旅に出よう。

　暗くら闇やみを抜けると、つながる光の世界。

　見つけて、忘れて、取り戻す。

　見つからない消えそうな、世界。

　十五歳。

　叫ぶことば。

「なんもねえ！」

　いつだって、此こ処こから飛び出せる。

　レモンが弾はじけたら。

　奇き蹟せきだって起こすんだ。

　レモンスカッシュ、口にふくんで。

　ヘタっぴな歌を唄うたいながら奇蹟を巻き起こそう。

　あしたから？

　きょうから！

　でも、ちょっとだけ眠るよ。

　今日は体育でたくさん走ったから。

　あしたは、小テストがあるんだっけ？

　だから、ちょっとだけ、ちょっとだけ眠るよ。

　朝まで。

　たとえば、此処が世界のすべてなら。

　逃げ出したくなるかもしれない。

　だけど逃げ出さないよ。

　だって、此処が世界だもの。

　檸檬れもんのしずく、

　小指の尖さき、

　弾けたんだ。

　目を閉じて、夢を見て、目が覚さめる。

　夢を視みた。

　思い出せないまま。

「おはよー、みきもん」

　いつもみたく、おはようのあいさつ。

　自分とおなじように眠そうな目をしたルームメイトがいて、

「おはよー」

　って、眠さで低すぎるテンションの自分がいる。

　たとえば、此処が世界のすべてなら、

　それも悪くないんだなぁ。

　おやすみ。

　おはよう。

　また、くり返す毎日。







　　　　『あの娘コぼくが苺いちごミルクのヒミツを言ったらどんな顔するだろう。』




　　　　　　　strawberry strawberry strawberry






　　　　　　　♪




　安あ比い奈なひな子は、よく苺ミルクを飲んでる。

　学校の自販機で売ってるパックのアレ。

　苺とミルクの相性は、あえて説明するまでもなく、むしろ、お姫ひめさまみたいなカノジョには、苺ミルクの赤とピンクとホワイトの紙パックのコントラストがよく似合う。

　苺ミルクもしくはいちご牛乳とカノジョの相性は最高なんじゃないかと思う。

「いつもそれ飲んでるね、姫は」

　更衣きさらぎ初はつ穂ほが言う。

　似合ってるけどね。と付け加える。

「ねー、かわいいでしょ？　ピンクなのー」

　小首をかしげてカノジョは、ピンクベースの紙パックを、どやっとばかりに掲かかげて見せる。

　カノジョの机のあたりにたむろしているいつのも面々、

「おいしいとかじゃなくて、見た目じゃん」

　織おり江え巫いち子こがツッコミを入れる。

　巫子はボケたがりの性質を持ってるけど、カノジョの前ではツッコミに廻まわらざるをえない。

　カノジョは、ザ・天然。

「でも、まあ──カワイイからゆるす!!」

　初はつ穂ほが歓かん喜きのように雄お叫たけんで、ひな子をサイドからぎゅっと抱きしめる。

　小こ柄がらな初穂だとカノジョに抱きついてあまえているみたいだ。

「以下同文につき省略させていただきますっ！」

　言って、巫子が逆サイドからぎゅっと抱きついた。

　長身の巫子だと、ひな子と初穂まとめてその腕に抱きしめられる。

「なにやってんだか」

　と、となりの席で机に突つっ伏ぷしながら、美み樹き本もと花か鈴りんはツッコミを入れた。

　もちろん、心のなかで。

「もぅ、ちょっとぉ、飲めないよー」

　両サイドから抱きつかれて上半身動きの取れないカノジョは、かわりに脚あしをぱたぱたさせた。

　透すき通りそうなくらい白くて、すらりと長くて、でも、むにっとしててやわらかそうで、頬ほおずりしたらどんな気持ちいいだろう。

　とくに、太ももなんて、あそこは楽園に違いない！

　なんて思ってしまう。

　すこしかたむけてカノジョたちのほうに向けてた顔を完全にふせた。

　あー、はずかし。女子校ってはずかし。無む防ぼう備びすぎる。

　カノジョたちってきっと、異性がいようがいまいが関係なく無防備ああなんだろな。

　我われ、赤面す。

　膝ひざ枕まくらされながらカノジョの太ももに顔を埋うめている自分を想像してしまったんだもの。

　中二男子か。

　いま自分の顔面はカノジョの飲んでる苺いちごミルクよりももっとぜんぜん紅あかくなってるはず。

「そういや」

　ふと、思い出した。

　自分の顔の赤らみで、思い出したことがある。

　以前、かなり前のことだ。

　テレビで観みた。

「苺いちご牛乳のピンク色のヒミツを」

　そのヒミツ（？）を知ってから、しばらく、苺牛乳はおろかソレっぽいものを口にするのがためらわれてしまった。

　それほどの、ヒミツとは、




　──虫だ。




　英語で言うと『bug』だ。そうだ、虫だ蟲むし。

　苺牛乳の赤色の元になっているのは、コチニール色素とかいうやつ。

　現代の食品で、合成着色料だとか天然着色料とか、そこらへんをとやかく言う気はない。

　真っ青のドリンクとか、真っ青のかき氷とか、ケミカルな色彩感覚の品々をお祭りなんかでよろこんで飲み食いしてる花か鈴りんだもの。

　が、

　それがなんで、赤いのは、ダメになったかといえば。

　コチニール色素の原料は、──虫だからッス。

　その情報だけならなんとか「ゲッ！」とかちょっとショックを受けるくらいですんだかもだったのに、その情報を知ったテレビで原料となった虫が集団で蠢うごめいてる映像を観てしまった。

　強きよう烈れつだった。

　カイガラムシとかいう種類のヤドカリにも見えなくないそれらがサボテンの表面にびっしりとはびこっているんだから。

　それをすりつぶしてるんだかなにしてるんだか、そっからの情報はほとんど花か鈴りんのなかには残ってない。

「苺牛乳とかいうから、てっきり苺をすりつぶしたやつが入ってるんだと思ってた！　だって、赤色じゃん！　苺じゃん！　牛乳じゃん！　苺牛乳なんだから、素直に牛乳に苺ぶっこめよ！」

　なんで、虫だよ！　よりにもよって虫だよ！

　そして、

　強きよう烈れつなインパクトだけが残った。

「苺いちご牛乳は虫でできてる」

　という。

　だから、しばし赤色の食べものが口にできなかった。

　かった。

　つまり、過去形。

　今ではもう、平気で、

「虫？　バグ？　そんなの知ったこっちゃない！　あたしは、虫を無視する。ムシシっ」

　バクバク食してやる。

　どーん！

　理由は簡単で単純。

　赤い食べものが、世の中に多いってこと。

　避さけて通れないこと。

　なんだかんだいって、食品衛生的にも健康的にも、その虫を使った赤色が一番安心安全だということは、もうどうでもよくなったころに知った情報だった。

　あのお祭りで売ってる苺のかき氷や、お弁当の定番の赤いウィンナーや、ルージュにチークにマニキュア、とにかく、身体からだに入れる付ふ着ちやくさせるありとあらゆるものが、その虫でなりたっていたんだった。

「もう、逃げられないのね……。覚かく悟ごしていどまねばならぬ！」

　そう決心してから、はやいくばくか。

　もうすっかり、気にならなくなった。

　きのうも、苺ミルクを飲んだ。

　だって、となりの席のカノジョがいつもうれしそうに飲んでるから。

　ふと、思い出して。

　ふと、思う。

　カノジョは、知ってるのかな。

　その手に持った苺ミルクが『虫』でできてるって。

　カノジョ、あたしが苺ミルクのヒミツを言ったらどんな顔するだろう。

「えーん、ぜんぜんムリかも」

　って泣いちゃうかもしれない。

　想像して、ちょっと意い地じ悪わるな顔をした。

　見られるとアレだから顔は机にふせたままで。

　想像した。

　カノジョが泣きそうな顔。

　そんなのもたぶん、きっと、ぜったいかわいいんだろうな。って。

　言わないけどね。

　言えないからね。

　そんな仲よくないし。

　だから、ちょっとだけ想像するだけ。

　想像してみるだけ。

　そのうち、眠くなった。

　眠くなって、次の授業中に居眠りした。

　となりの席で、安あ比い奈なひな子も居眠りしてた。

　しあわせそうな笑顔で。







　　　　『月のキャベツ。』




　　　　　　　sail to the moon（brush cobwebs out of the sky）






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんは、月を見ていた。

　今日は満月で、あいにくのくもり空。

　月にかかるうすい雲のせいで、月があたらしい模も様ようを手に入れたみたいだ。

　それが花鈴には、なんだかまんまるのキャベツに見えた。

「おいしそう……」

　おなかへった。

　今晩のごはんはなんだろう。

　食事は、寮りように帰ってからのたのしみのひとつ。

　花鈴たちが暮らす寮は、大きくはないけどちいさくもない。

　朝夕の食事時、食堂は寮生たちでごった返す。

　中等部高等部の一年から三年。あわせて六学年の女の子たちが生活している。

　毎日がちょっとした修学旅行気分。

　ときにはその浮わついた気分を上級生に注意されたりするけれど。

　そんな上級生たちもいつも怒ってるワケじゃない。いつも下級生を注意しようと気を配ってるワケでもない。

　中等部から高等部までゆるやかな上下関係のなかでたのしく平和に暮らしてる。

　そんな平和な日常に、ひとつの事件が起ころうとしていた。

　原因というよりも発ほつ端たんは、高等部一年、この春から寮の一員になった美み樹き本もと花か鈴りんだった。

「春キャベツもいいけど、夏のみずみずしいキャベツもおいしいよね」

　なんてどうでもいい会話をやりとりしながら比ひ井い史ふみ絵えや奥おく迫せり都みや子こと、花鈴は食堂へ向かっていた。

　夕食の献こん立だてを知らずに配はい膳ぜんを受け取った花鈴は声を漏もらした。

「うっそ、マジで。こういうことってあるんだ！」

　ロールキャベツだった。

　月がキャベツに見えて、キャベツの話をしてたらコレだもの。

「え？　みきもん知らなかったの？　知ってて、だからキャベツキャベツ言ってたんかと」

　史絵が笑う。

「わたしもそう思ってました。みきもんさん、ほんまキャベツ好きなんやなあって」

　都子もはんなり微ほほ笑えんでる。

「いやー、キャベツ好きだけど、そんなずっとキャベツキャベツいうほど好きじゃないし」

　アタシはそんなに青虫じゃない。

　献立のことは、

「ぜんぜん知らなかったんだよねえ。ほら、朝、あやうく遅刻しそうになってバタバタしてたから献立チェックしてる余裕なかったし……」

　遅刻は花鈴にとってトラウマ。

　命にかえてでも遅刻するわけには……！

「命に、って。大げさすぎるわっ。すでに何回か遅刻しそうになってたくせに」

　史絵にツッコまれつつ、三人はいつもの定位置に腰を下ろした。

　決められたワケじゃないのに、自然と食堂での席はなんとなく決まっていて、みんな定位置がある。

　たまに気分だったり用事があったりして入れかわったりもするけど。

「はーっ、お腹空すいたぁ」

　今日何度目かの、ハラヘリ宣言。これで終しゆう止し符ふとなるか。

　ジョシコーセーはいつも腹ペコなんです。

「いただきまーす」

　言うか言わないかで、花か鈴りんも史ふみ絵えも夕食につかんだ箸はしをのばしていた。

　やや遅れて、いただきます。と都みや子こが礼れい儀ぎ正しく姿勢正しく箸を手にした。

　都子がまずスープに口をつけているあいだに、花鈴と史絵はロールキャベツに箸を入れ、口に運ぶ。

「んまーい」

「おいしーっ」

　とため息みたくつぶやくふたり。

「よく煮込まれて味が染しみていて、それにお肉が柔やわらかいのに歯ごたえがあって」

「すばらしいわね。うん、そうだわ。シェフを呼んでいただけるかしら。この感かん謝しやを伝えたいの」

　花鈴と史絵の美食家コントを都子が手を叩いておもしろがる。

　食事中に騒さわがしいけど、ほかの寮りよう生せいたちもこんなもんだ。

　わいわいがやがや。

　女子寮の夕食は騒さわやか。

　さすがにほかにコントなんかしてる寮生はいないが。

　そんなときだった。

　ふいに花鈴はそれまでハイスピードで動かしていたチョップスティックを空中でふらふらさせた。

「うーん、なんか、お母さんのロールキャベツに似てるなあ」

　味とか大きさとか。

　このロールキャベツ洋食屋さんのロールキャベツというより、家庭で出るロールキャベツ感がある。

「あーそれ、ウチも思った」

　史絵も同意してくれた。

　カレーが各家庭で味や具材やいろいろが違うほど、バリエーション的な違いがないだろうロールキャベツ。

　でも、これは根こん本ぽん、基本、全体からかもし出される雰ふん囲い気きが家庭のモノっぽいんだ。

　だから、花か鈴りんのにも、史ふみ絵えの家庭にも似ている。

「そうですかねぇ？」

　都みや子こだけが首をかしげた。どうやら奥おく迫せり家は洋食屋さんのっぽいらしい。

　このこと──ロールキャベツが家庭の雰囲気イキフンゴイスーだったことは、これから起こる現象へのしっかりとした下地になっていた。

　花鈴や史絵だけでなく、このローキャベがそれぞれ家族から離はなれて暮らす多くの寮りよう生せいたちの、家庭っぽいものを思い出させるのに十分な効果を発はつ揮きしていたんだった。

　で。

「あー、思い出すなあ」

　先せん陣じんを切ってセンチメンタリズムに走ったのは、もちろん──花鈴だ。

「なんかさあ、うちのおかーさん、料理好きじゃないくせに料理はやたらうまかったのね。でも、あの日──ロールキャベツを作るときになんか、アタシが手伝うことになって」

「へえ、で、どうなったの？　おいしかった？」

　なにげなしに史絵が訊きく。

　花鈴はすぐに首を振った。

「ううん。ぜんぜん、おかーさんもなんかロールキャベツはあんま作ったことがなかったらしくてさ」

「失敗、やったんです？」

「そのとおり。失敗も失敗、大失敗」

　都子が、あらまー、とおばちゃんみたいなリアクションで表情をくもらせる。

「料理好きじゃないのに料理上手だから、おかーさんもちょっと調子に乗ってたってゆうか、作り方とかよく知らないけどま、イケんじゃん？　みたいなかんじだったのよ」

　おまけにふだん料理をほとんどしない花鈴も何な故ぜか手伝うことになって、そりゃあもう、はじめる前から結果が見えてたのかもだ。

「よく判わからないから雰囲気だけできのことか豆とか入れちゃうし。で、結局、ひき肉とキャベツとそのたもろもろが浮かんだり沈んだりしてる味の濃い謎なぞの煮込みができあがって……」

「プッ！　煮込み！　煮込み料理じゃなく、ただの、」

「煮込み」

　史絵の確認に、花鈴は短い言葉で返した。

　煮込み。しかも煮込みすぎて味が凝ぎよう縮しゆくされすぎたやつ。

「おかーさんとふたりで、虚うつろな目しながら、できあがった〝なにか〟を見てた。やけども、材料全部使っちゃったし、」

　夕飯はそれを食べるしかなく、食卓には濃厚スープが並んだ。

「あちゃー」

　と史ふみ絵えは手で顔をおおった。でも、

「おとーさんはさ、それ食べたの」

　平気な顔しながら、ムリしてるのが判わかった。

「んまー、わりとイケるんじゃないか？」

　とか言いながら、最後まで残さず食べた。

「あとで、おかーさんに謝あやまったの。ごめんねーって、」

　そのときのことが、花か鈴りんのまぶたの裏側にはっきりと映る。

「アタシがもうちょっとちゃんと手伝えてたら」

　たいへんな食事の用意をもうちょっと手伝ってたら。

　もうちょっと料理ができたら。

　こんなのできなかったのに。

　おとーさんに無理させなくてすんだのに。

「そしたら、おかーさんもごめんね。って、」

　せっかく手伝ってくれたのに、こんなになっちゃって。ごめんね。

　おかーさん、もっとうまくなるね。料理。

　もうちょっと料理好きになるね。

「って、ううぅ」

　思い出して、すっかり感情が高ぶってしまった。

　花鈴は箸はしをにぎりしめて、半分以下になったロールキャベツを見つめたまま、ぼろぼろと涙をこぼしていた。

　こんなときにもヘタレてしまう。

「みきもん、なに泣いてんの、もぅ！」

　そう言う史絵ももらい泣きしてた。

「あきませんよ、ふたりともぉ……うぅうぁぁ」

　つられて都みや子こまで泣き出した。

「おかーさん、ごめんねぇ」

「うちも、おかーさんに料理教えてもらえばよかったああ」

「わたしもお母さんにご飯作ってもらうの当たり前にしててぇぇぇ」

　学食の一角。

　三人がわんわんと泣き出してしまった。

「ど、どしたの!?」

　異常な様子に、二年の磯いそ谷や美み土ど里りが席を離はなれて三人のもとにやってきた。

　ほかの寮りよう生せいたちもなにごとかと三人のもとに集まってくる。

「おかーさんが、ロールキャベツ作ってくれてぇぇ」

　ぐちゃぐちゃの顔でくちゃくちゃの感情のまま、言葉を選んでるよゆうもなく花か鈴りんはセンチメンタリズムを投げつけまくった。

　そしたら、

「みきもんたちの気持ち伝わるといいね。ううん、きっと伝わってるよ。お母さんに、ウチもちゃんとお礼とかしたことないから、うぅぅ、反省しないと、ううううぅぅ」

　三人を慰なぐさめようとしていたはずの美土里が号ごう泣きゆうしはじめる。

　それが最終的なダムの決けつ壊かいを生んだ。

「お母さんの作ったごはん、食べたいなああぁぁ」

「お母さんに逢あいたい」

「お母さん、いま、なにしてるんだろ……」

　多くが地方からやってきている地方組の寮生たちの感情が一気にあふれ出した。

　花鈴たち三人と美土里を中心に、涙が涙を生んで、次々と感情と涙るい腺せんの崩ほう壊かいを生んだ。

　五分後には、食堂に集まる寮生のほとんどが家族を想って、わんわん泣いていた。
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　他人が見たら異様な光景だったろう。

　が、このことは彼女たちにとってみれば、不自然じゃなかった。

　寮生活で仲間がいるとはいえ、なかなか逢えない家族。

　多感なジョシコーセー。

　たまっていた気持ち、感情、想い、いろんなものが混ざり合って、起こった。

　涙腺崩壊。

　そもそも、月を見上げていたのがきっかけだった。

　月がまんまるだったせいだ。

　うすい雲が月にかかっていたせいだ。

　月がキャベツに見えたせいだ。

　夕飯がロールキャベツだったせいだ。

　ロールキャベツが家庭の味だったせいだ。

　花か鈴りんがロールキャベツ作りを手伝ったせいだ。

　そのロールキャベツは失敗だったせいだ。

　いろんな、いろいろのせいだった。

　たかがロールキャベツと、のちのち彼女たちは笑うだろうけど。

　満月とロールキャベツのせいだと、ごまかすだろうけど。

　みんな、家族が好きなせいだ。

「あたしが、ごめんなさい。泣いちゃったし……！」

　花鈴は寝るまでずっと思い出しては、泣いてしまった。

　つぎの日の朝、

「おはよう」

　という寮りよう生せいみんなの目が真っ赤だったのは、きっと、笑える想い出だ。

　笑いあって泣きあった友達がいた、友達がいるって想うんだろう。







　　　　『えくぼのこと。』




　　　　　　　school girl's spiral days






　　　　　　　♪




　更衣きさらぎ初はつ穂ほは、クラスメイトじゃない。

　それなのにいつも、この教室にいる。

「姫ーっ♡」

　とカノジョ──安あ比い奈なひな子に逢あうために教こ室こにやってくる。

　すぐとなりかまたはそのとなりか、はたまたさらに遠いべつの教室から、わざわざ休み時間になると逢いにくる。

「どんだけ好きなんだよ、お姫ひめさまのこと……」

　机に身体からだをあずけながら美み樹き本もと花か鈴りんは、横目に見た。

　傍かたわらの席。

　初穂は、カノジョの膝ひざの上に陣じん取どって織おり江え巫いち子こや服部はつとり美み苗なえたちと会話を弾はずませている。

　カノジョはほわわんとした表情で、ぬいぐるみみたく初穂を膝ひざに抱いている。

　たぶんなんも考えてない。

　初穂の制服の背中に頬ほおをくっつけ目を閉じると、今にも眠りそうだ。

　さっきの授業中も寝てたのに……。

　はじめ花鈴は、初穂のことをクラスメイトだと勘かん違ちがいしていた。

　学校に入学したばかりの四月──クラスメイトの顔も名前もぜんぜん覚えていなかったころ、気がつくといつもそこにいるんで、当然そうなんだろうと。

　にしては、授業中見ないな。

　気づいた。

　クラス名簿に更衣初穂の名前はない。

　このクラスの生徒じゃないから、当然なんだけど。

　平然とこの教室に、クラスに溶けこんでる！

「うーん……てゆうか、」

　クラスの正式な一員のはずの花鈴よりも、ずっと馴な染じんでる。残念なことに。

　くだらん孤こ独どく主義者気どってる場合じゃないって。

　初穂が馴染みすぎて、授業がはじまってもまだ教こ室こにいたことは、一度や二度じゃない。

「……更衣きさらぎさん、あなたこのクラスではないですよね……？」

　やっと教師が気がつくも、授業開始から数分たってたり。

　しかも自信なさげな疑問形。

　自分の担当するクラスの生徒に、教師すらも確信が持てない初はつ穂ほの堂々たる居座りっぷりだった。

　いっぽうそのころ。

　本当の初穂のクラスで教師が、

「更衣さんはどうしたんですか？　またべつのクラスにいってるのかしら？　まったくもう、あの娘コは……」

　あきれ顔だったに違いなかった。

　そこまでして初穂はなんでこの教室に、やってくるんだろう？

　お姫ひめさま──ひな子嬢じようがいるからなのは判わかってる。

　それ以外にもなにか理由があるとしたら。

　たとえば。

　初穂は自分の教室では、

「……〝ぼっち〟だとか!?」

　そう予想してみた。

　孤こ独どく主義者気どってひとりでいることが多い自分のことを棚たな上あげしつつ。

　教室に友達がいないから、友達のいる花か鈴りんたちのクラスにまでやってきている。んだとしたら、納得がいく。花鈴的に。

「その発想があったか！」と。

　花鈴もそれにならって、友達のいるほかのクラスに遠えん征せいしてみようかしらなんて。

　なんつって。

　それは置いといて。

　まだ校内を歩く下校中。迷探偵美み樹き本もと花鈴の推すい理りを聞いた比ひ井い史ふみ絵えが噴ふき出した。

「んなの、みきもんじゃないんだし」

　ルームメイトの気の置けない科白せりふに、

「ぐ……ッ！」

　花鈴は返す言葉につまってついでに息もつまった。

　白目むくかと思った。

「だって更衣さんて有名人だし、人気あるし」

　判わかってたよ。

　そんなことうっすら判ってたんだよ！

　花か鈴りんだって更衣きさらぎ初はつ穂ほから隠かくすことなく放たれる〝イケてる女子〟オーラを感じてた。

　となりの席でたのしそうなお姫ひめさまグループを横目に見てるだけでもそれはガッツリと。

　そりゃあもうひしひしと、だ。

「更衣さん、クラスでもすっごい人気ですよ」

　さらっと史ふみ絵えをはさんだとなりの奥おく迫せり都みや子こが追加情報をくれた。

「え？　更衣さんって、せりーぬのクラスなの？」

「そうですよ？」

　あれ？　言ってませんでした？　という表情がはんなり返ってくる。

「更衣さん委員長ではないんですけど、リーダーってかんじで、クラスのみんなを引っぱってくれはりますし。なにより、更衣さんって、ほんまにめっちゃかわいいですよね……っ！」

　めずらしく熱っぽく都子が初穂のかわいさを強調する。

「げっ歯し目もくっぽい愛らしさってゆうんです？　小動物っぽいのに小こ生なま意い気きかつ愛らしさをふりまくってゆう、アレですね。アレがほんまの『ツンデレ』ゆうんやと思いますっ。ねっ！」

「……お、おおう」

　ちょっと引く。

　いや、だいぶ引いた。

　どうも都子って美少女好きらしい。

　たしかにそんな気配はあったが。気づかないフリしてたんだけど。

　気づいちゃった……！

　そんな都子に言われるまでもなく、判ってる。

　更衣初穂は誰だれがどう見ても美少女だ。

　身長はちっちゃいけど、明るく元気でパワフル。

　よくしゃべりよく笑いよく食べよく動きスキンシップがはげしい。

　美人というよりはかわいい。小こ柄がらなせいだろう。

　でもぜんぜんちっちゃく見えないんだよな。

　花鈴には、自分よりもずっと身長のおっきいひとに見えることがある。

　それなのにときに、都子が言うように、げっ歯目っぽい、ハムスターとかリスとかモルモットとか。そういう類たぐいのかわいさも持ってるんだ。

　人なつっこさでいったら、むしろデグーかな？

　おなじく小柄で小動物系、花か鈴りんのクラスの委員長、服部はつとり美み苗なえにわりと似てる。

　初穂の印象でもっともつよくイメージするのは、

　更衣きさらぎ初はつ穂ほは、カノジョ──安あ比い奈なひな子のことがむっちゃ好き。

　ってこと。

「いったい何者なんだろう？」

　と思っていたが、更衣初穂の正体がすこしずつ判わかってきた。

　気がした。

　気がしただけだった。

　更衣初穂の底はそんなに浅くなかった。

「──あそこにいるの更衣さんですよね？」

「ん？」

　都みや子こが指さした。

　目を向けると、数人の生徒たちがたむろしている。

　それぞれ体操服やジャージなど身体からだ動かす気まんまんのスタイルだ。

　普段の花か鈴りん（たち）なら、イケてるオーラ全開の女子たちとは、目をあわせないようにして避さけて通ろうとする。そんな雰ふん囲い気きのグループだった。

　イケてるオーラがハンパねえよ！

　イケてる集団は、校舎の大きなガラス窓に向かってダンスの練習中らしい。

　ああもうイケすぎて夕陽にダッシュしたくなってきた……！

「さっきのって、ワンツースリーの、ツーとスリーのあいだ？　うん、りょーかい！」

　集団のなかに意見を交わす更衣初穂の姿を発見。

「更衣さんって、ダンス部かそれ系のサークル入ってたんだー」

　言って、へぇと史ふみ絵えが感心したようにうなずく。

「ウマっ」

　なにも知らない素人しろうとの花鈴が見ても、あきらかに初穂のダンスは上級者のそれだった。

　ほかのイケてるメンバーも上手なんだろうけど花鈴の目には、初穂はキレキレで機き敏びんで、一番小こ柄がらなのに一番大きく見えた。

「すごいな、更衣さん」

　感心と感かん嘆たんをして、花鈴たちはその場から離はなれた。

　後日。

「あそこにいるの、更衣きさらぎさんですね」

　また放課後の下校途中。また都みや子こが見つけて、指さした。

　たまたま通りかかった体育館。

　バスケ部にまじってバスケットボールを追い回す更衣初はつ穂ほの姿を発見。

「更衣さん、バスケ部も入ってるんだね」

　へぇと、史ふみ絵え。

「かわいいですねえ、更衣さん」

　一ひと際きわ小こ柄がらな初穂は、長身の上級生相手に一歩も引かず、ドリブルで果か敢かんに抜きにかかろうとするも、ディフェンスに引っかかってしまう。

　でも、

「もう一本、おねがいしまーすっ！」

　一番大きな声を張り上げ、またドリブル開始。

　そして今度は、上級生をかわすと、そのままジャンプシュート。

　綺き麗れいな放物線を描いて、ボールがゴールに吸いこまれた。

　先輩の手前か遠えん慮りよ気味にちいさくガッツポーズして、同級生や上級生の歓かん声せいにはちいさく手を振ってウィンクで応える。

　いつのまにか野や次じ馬うまが集まってきて、バスケ部の練習を見学していた。

　ちいさな女の子が視線を釘くぎ付づけにしていたんだった。

　花か鈴りんたちも足を止めて、見入る。

「ふぇー、すごいや。更衣さん……」

　いつも教室で、カノジョや織おり江え巫いち子ことふざけてじゃれ合ってる姿とはちょっと違う。

　かっこいい。

「──あそこにいるの、更衣さん、ですか？」

　またまた放課後。またまた都子の美少女レーダーが威い力りよくを発はつ揮きした。

　練習試合中らしいソフトボール部のなかに、バットをかまえて打席に入る更衣初穂を発見。

　ガツン。

　強烈な打球がピッチャーの横を抜けていく。

「っしゃーっ！」

　一いち塁るい上で拳こぶし突き上げ雄お叫たけぶ初穂。

「ソフト部にも入ってるのか、な？」

　いったいいくつ部活やってるんだろう？　という疑問を隠かくしきれない史ふみ絵えだった。

「更衣きさらぎさん、スポーツ万能すぎ」

　花か鈴りんは舌を巻く。

　が、

　こんなもんじゃなかった。

　更衣初はつ穂ほという女の子は。

「更衣さんだ……」

　今日は、花鈴だった。

　バンドのメンバーっぽい子たちと、

「あそこさー、ビデオで見たのと楽譜スコアでぜんぜん押さえ方ちがくない？」

　楽器を背せ負おって談だん笑しようする更衣初穂を発見。

「バンドもやってんだ……ね」

　スポーツだけじゃないんだ。

　もう、

「すごい……！」

　としか言いようがない。

「ねえ……」

　いつもの三人で、遠ざかっていく更衣初穂の背中を見送った。

　でも。

　こんなもんじゃねぇ。

「──更衣さんお願いっ！　今度の舞台出てもらえない？」

　昼休みの廊ろう下かのはじっこで演劇部の子たちに助すけっ人とを頼たのまれてる女優更衣初穂を目もく撃げき。

「んー、ちょっと忙しくてさー」

　まゆ毛を八の字に困り顔の初穂。

　あんだけいろいろやってればそりゃいそがしいわな。

　初穂と演劇部の子たちの傍かたわらを花鈴は素そ知しらぬ顔で通り抜けようとしていた。

「そこをなんとか！　そんなに長くない芝しば居いだし！　配役のイメージに合うの、更衣さんだから、先せん輩ぱいたちに引っぱってこいって言われてて……！」

　演劇部の子たちは頭を下げて初穂を拝おがむように懇こん願がんする。

　すると、

「よし、わかった！」

　え？

「やろう！」

「──やるの!?」

　初はつ穂ほの答えを耳にした瞬しゆん間かん、通りすがりで無関係の花か鈴りんが思わず振り返ってしまった。

「ん？」

　一いつ瞬しゆん、初穂と目が合う。

「…………ぐふっ！」

　あわてて目をそらす。

「んーんー……んーんー？」

　無関係の花鈴は、あくまでも通りすがりを装よそおって、謎なぞの鼻はな唄うたを唄いながらやりすごした。

　あ、あぶねーっ。

　こうなってくると、なんでもありだ。

　たとえば、ある日の教室。

　いつものように休み時間になってやってきた初穂は、いつものように、

「姫～～っ」

　安あ比い奈なひな子にくっついていた。

「はつほちゃん、なんかべたべたするー」

　とかカノジョにまゆじり下げられながら。

　それをとなりの席で机に突つっ伏ぷしつつ花鈴がぼんやりと見たり見なかったり。

　そこへ、

「はつほー、料理部のひとたちきてるよー」

　委員長、服部はつとり美み苗なえが、母親が家に友達がきたときみたく来客を知らせる。

「ういー」

　たぶん最初料理部のひとたちは初穂のクラスにいったけど空から振ぶりで、こっちを紹介されたんだろうな。

「ああ、更衣きさらぎさんなら、こっちじゃなくて、あっち」だと。

　つか、今度は料理部か。

「更衣さんの考えたレシピで今度作ってみようと思うんだけど。ちょっと、判わからないことがあって……」

　相談だった。

　レシピ？　創作料理？

　料理部が相談？

　なんなんだ。

　──更衣きさらぎ初はつ穂ほさん、いったいあなたは何者なんスか!?

　なんでもあり。すぎる！

　幅はばが広すぎる！

　底が見えなさすぎる！

　すごすぎる。

「こんなもんじゃねぇよっ」

　うれしそうにドヤ顔で更衣初穂が言っている。

　こんなもんじゃねぇよ。

「ほんとうは、どんなもんなんだろう……」

「ん？　なに？」

　目が合った。

　うっかり、見つめてしまっていた。

　机に突つっ伏ぷしたまま横目にガン見してた。

「……いやー、」

　声にならないただのうめき声を発して、花か鈴りんはブルブル肩を震ふるわせた。

　だって、更衣さん、




　──にらんでるっぽいよ!?




　じっと見てたからこっちがにらんでたと思われたのかも。

　小動物っぽい愛らしさを持つはずの更衣初穂の眼がん光こうは百ひやく獣じゆうの王のごとし。

　もしかすると、ライオンは子どもでもライオンというやつなのかもしれない。

　んー、どういうやつ？

「な、な、な、な、な、なんでもないッス……」

　精いっぱいの勇気をふりしぼって、花鈴は声に出してみた。

「はー？　へんなやつ」

　初穂はまゆ毛をハの字にしてあきれて肩をすくませた。

「でしょー。へんなんだよー」

　なぜかお姫ひめさまがうれしそうに初穂に同意する。
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　でも、なんとか助かった……。

　美しいライオンににらまれたこぎたない野ウサギ状態だったよぅ、おかーさん！

　卑ひ屈くつすぎるたとえで花か鈴りんは心のなかで号ごう泣きゆうした。

　このことが、この些さ細さいな一いつ瞬しゆんが、好奇心旺おう盛せいな更衣きさらぎ初はつ穂ほのなかに何を残したのか。

　まだ、花鈴は知るよしもなかった。

「へんなやつだなー。でも、ちょっとつっついてみようかな？」

　なんか、おもしろいのがこぼれおちてくるかもしれないし。

　なんていう初穂を。







　　　　『雨に濡ぬれていたのに。』




　　　　　　　gaze my red shoes






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんはスニーカーで寮りようを出た。

　赤いハイカットのスニーカー。

　紐ひもはもともとの味あじ気けのない白いヤツから、緑と紫むらさきのかわいい感じのゴム紐に換かえた。

　靴用のゴム紐じゃなくて、ヘアゴムなのが『しゃれおつ』なんだ。

　なかなか派手な見た目でキュートっしょ？

　中学生からのお気に入りだ。

　長いこと愛用してきたせいで、ずいぶんヘタってる。

　ラバーのソールはすり減ってるし、目が覚さめるような赤色だった生地もくすんできていた。

　正直なところ、もうそろそろ寿命だと思う。

　判わかってる。

　判ってるんだ。

　でも、花鈴は赤いスニーカーをはいた。

　本日の天気は、曇くもり。

　午後からは雨が降ふるらしい。

　梅つ雨ゆのこの時期、選択肢としてはレインブーツが無ぶ難なんなんだろうけど。

　それでも、花鈴は赤いハイカットのスニーカーをはいていたいんだった。




「降ってきちゃった……」

　天気予報通りだし。

　梅雨だしあたりまえだし。

「いつもは雨降るってゆって降らないし、降らないってゆって降るし、」

　ぜんぜんあたんない予報のくせに。とも思う。

　かといってうらめしく、空をにらむわけでもない。

　梅雨だからしかたないし、

　雨は降っても降らなくても関係ないんだ。

　赤いスニーカーは濡ぬれてしまうかもしれないけど。

　美み樹き本もと花か鈴りんは、教室の一番うしろの席から、ぼんやりと窓の外を見ていた。

　いつかのこと。

　とくに大きな理由もない。

　赤いスニーカーの理ワ由ケは。

「そのスニーカーかわいいね」

　中学二年のときおなじクラスだった、あのコ。

　当時はぼっちじゃなかったけど、イケてない地味グループに分類される花鈴は、イケてる女子グループのあのコとは、ほとんど交流はなかった。

　夏の午後。

　友達とお祭りへいった。

　けっしてイケてるワケじゃないけど、数少ない仲よしの大好きな友達と。

　クラスのイケてる女子たち、あのコと逢あったのは、神社の階段をのぼろうとしたとき。

「あー、みんなもきてたんだー」

　イケてる女子なのに、あのコは気さくに花鈴たちに話しかけてきた。

　ほかのイケてる女子たちはちょっと距きよ離りを置いたまま。

　こっちも出方とリアクションに困る。

「あー、うん」

　とかテキトーに言葉を交わして、やりすごそうとした。

　なのに、

「せっかくだし、いっしょに上まで行こう」

　あのコが言った。

　なんてことを言い出すんだと思った。

　なんでどうして？

　だけど、イケてる女子の提案にイケてない花鈴たちが断る勇気も理由も見つけられるはずもなく。結局、みんなで境内に行ってお参りして、ぶらぶらと歩くことになった。

「そのスニーカーかわいいね」

　あのコがそう言ったのは、列の一番うしろでふたりならんでいたからだったと花鈴は思っている。

　あたしとする会話なんて、特になかったろうし。

　そんなに卑ひ屈くつになる必要もないんだけれど、あのコにしてみてもなにげなく口にしたひと言だった。

「え？　そ、そうかな？」

　それを真まに受けてみました。

　イケてる女子にホメられるなんて、と心のなかで有う頂ちよう天てん。

「自分でデコったんでしょ？　すごいかわいい」

　ほかのイケてる女子はもちろん友達も誰だれも見てくれなかったスニーカーをホメてもらえて、うれしくないワケがなかったんだ。

　そのあと、しばらくめずらしく会話がはずんで、なんとなしにあのコが言った。

「私ね。夏休みになったら引っ越すんだ」

「え？」

　いきなりすぎて、ちょっと呼吸するのを忘れた。

「うん。だから、転校するの。東京の学校だよ」

　なんであたしにこんなこと言うんだろう。

　ああ。どうせ夏休み前には判わかることだから、ついでだし、いまいっちゃおうかなって？

「えーっと、うん、」

　なんか、一いつ瞬しゆん、このままもしかして、イケてる女子とお友達になれてしまうんじゃないかって、淡あわすぎる期待を抱いだいてしまった。

　一瞬で、泡あわになった。

　あれからもうすぐ、二度目の夏。

　はきつぶしてもまた、赤いスニーカーを買ってしまう。

　あのコは、いまごろどうしてるんだろう。

　赤いスニーカーにカカトを落とすたびに思い出すよ。

　だから。

「あれ？」

「美み樹き本もとさん？」

　此こ処こで逢あえるなんて思ってなかったから、また、ちょっと呼吸するのを忘れた。

「ど、ど、ど、ど、どうしたの!?」

　どうしたのじゃない。

　ここは東京だ。

「そっちこそ、びっくりだよ」

　あのコだ。

　こういうのを奇き蹟せきとかミラクルとかいうんだろうか。

　どっちもおなじ意味だけど。

　梅つ雨ゆのある日。

　なにげなく下げ駄た箱ばこで赤いスニーカーにはきかえた花か鈴りんは、すれ違ったその人物に気づいた。

　あのコは、花鈴とおなじ学校に通ってた。

「すっごいね！　まさか、美み樹き本もとさんがここに通ってたなんて！」

　あのコは本当に、ほんとうにうれしそうに再会をよろこんでいるみたいに見えた。

「う、うん！　マジびっくり！」

　あのコは花鈴を見て、

「変わってないね」

　と微ほほ笑えんだ。

　そういうあのコは、東京ですごした二年ほどで、ぐっとオトナっぽくなった。

　にしても、あいかわらず、イケてる女子だ。

　花鈴は思う。

　自分でも思う。

　変わってないな、って。

　あいかわらず、イケてない女子だ。

　おまけに孤こ独どく主義者気どってクラスじゃ浮いてしまってる。

　あのコとは、あのときとおなじ、なにげない会話をして、

「じゃあね」

　と、別れた。

　あのときとよく似た赤いスニーカーをはいてた。

　あのコは気づいたかな。

　気づいてないよね。

　でも、いいよ。

　また、逢あえたから。

　おなじ学校だから、また、すれ違うことくらいあるよ。

「あー、なんか、かわいいくつはいてるー」

　歩き出そうとした花鈴の背中から、あまったるい鼻にかかった声がした。

「へ……」

　振り返ると、カノジョが立ってた。

　いつもの、デルモのひとや委員長のひともいっしょだった。

　けど、花か鈴りんの目は、カノジョに向いたまま。

　いま、なんて？　いったんだっけ？

「みきもんのくせに、かわいいやつはいてんなー」

　カノジョはいたずらっぽく言って、笑った。

　その瞬しゆん間かん、血が沸ふつ騰とうするみたく、感情が沸わいて、泣きそうになった。

　たぶん、泣いてた。

　うれしくて。

「あ、あ、あ、ありがとうございますっ!!」

　これ以上、ヘンなやつだと思われたくなかった。

　また泣いてるなんて知られたくなかった。

　花鈴はカノジョたちに背を向けると、ライオンから逃げるうさぎみたいにダッシュした。

　全力で少女は走った。

　赤い靴くつを雨に濡ぬらしながら。

　傘かさもささずに

「なに？　どうしたの？　あいかわらず、へんなやつだねー、あの娘コは」

　あきれたふうにデルモのひとが言うと、

「そうだよ。へんだよ」

　なぜかうれしそうに、カノジョは微ほほ笑えんだ。




　だから、おもしろいんだよ。




　って。
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　　　　『三つ編あみのころ。』




　　　　　　　mitsuami heroin






　　　　　　　♪




　光みつヶが谷や月つく萌もは、薄はつ幸こうの美少女を絵に描いた屏風びようぶから連れ出してきたような女の子だった。

　たとえが判わかりにくいが薄幸の美少女をさらにどうにかしたかんじだ。

　やっぱりたとえが判りにくいけど。

　実際、そんなに不幸なんだろうかとかそういうのもまだ、よく知らない。

　でも、ふたりは、出で逢あったんだった。

　いっとうはじめに月萌に出逢ったとき、彼女は不安げだった。

　美み樹き本もと花か鈴りんもおなじくらい不安まるだしの顔をしてた。

　そんな不安げなふたりが、視線をまじりあわせたのは、体育の補習授業でのこと。

　体育の補習ってなかなか聞かないが、

「おまえら、ヒドイな……」

　体育の女性教師が顔をおおう悲ひ惨さんなありさまだった──生徒たちが集められていた。

　その体育教師が受け持つ一年生のなかで、とくにひどく出来の悪かった数名。

　花鈴もふくまれていたのは必然で当然で、

「う、運動とか自信ないし！」

　──だったらおまえはなんになら自信が持てるんだ？

　誰だれかが耳もとで叫んだ気がしたが、聞こえないフリしとこう。

　ほかには、おなじクラスでとなりの席のカノジョ──安あ比い奈なひな子や、デルモのひと織おり江え巫いち子こもいた。

　カノジョは、おっとりしたお姫ひめさまの外見通り、運動神経に難なんがあった。

「本気出さないだけっ」

　そう姫さまはおっしゃっていたが。真実は……。

　織江巫子の運動神経は、運動音おん痴ちの花鈴から見てもさほど、よろしくない。

　が、補習レベル（ひな子や花鈴級）に達してるほど劣悪ヒドイようにも思えなかった。

　それが何なに故ゆえに、招しよう集しゆうをされてしまったのか。

　理由は、

「暑い、タルい、……無理！」

　と授業をサボって保健室で寝てたのが教師にバレたからッス！

「暑い、タルい、……サボるんじゃなかった！」

　と後悔しても遅い。

　貴き重ちような放課後のフリーダムタイムを、あんまり聞いたことない体育の補習に当てなくてはならなくなってしまったんだ。

「でも、あたしはマジメにやって……補習なんスよ……ね」

　自分が運動神経の問題なんだけど。

　なんともしっくりこない。

　だからサボタージュが理由じゃなく不出来がすぎて補習なのが自分ひとりじゃなくてよかった。ほっとした。

　その前に、おまえの運動神経どうにかしろ。って話なんだけど……。

「そればっかりはねえ……うん……まあ」

　お茶をにごしとこう。

　補習選せん抜ばつメンバーはほかに、カノジョや花か鈴りんとおなじく運動できない娘コがふたりほど、巫いち子ことおなじサボリがふたりほど、全部で七名と、

「みんな、ほんとできないの!?　なんで!?」

　プラスひとり。

　やたらと騒さわがしい生徒がいっしょだった。

　なんであなたが此こ処こにいるんスか？

　──更衣きさらぎ初はつ穂ほさん。

「姫ひめ、補習なの？　おもしろ！　じゃああたしも参加しよ」

　とか言って、自分から志願して補習を受けていたんだった。

　初穂はいわずもがな、スポーツ万能だ。

　なんでもかんでもひとよりもこなす。

「バカにしにきたんじゃ!?」

　そう花鈴は思ってた。

「いやいやいやいやいやいやいやいや、できないとか、マジうけんだけどっ！」

　……うん。

　やっぱりバカにしにきたみたいだ。

「ちょっとぉ、はつほちゃんは補習受けなくていいじゃん」

　あんまりケラケラ笑われるので、さすがの姫ひめさまもぷーっとかわいく頬ほおをふくらませ、初はつ穂ほに抗こう議ぎした。

「ゴメン、姫ひめっ。──……でも、ウケるし！」

　ぜんぜん反省しなかった。

　ゲラゲラとちょっとお下品なくらいに笑い転げ廻まわってる。

　そんな様子を花か鈴りんは体育座りで眺めていた。

　どこか他ひ人と事ごとみたく。

　自分も補習の当事者なのに。

　遠くの、テレビの向こう側みたいな、そんなカンジだった。

　おなじ歳としの女の子たちが、やたらと眩まぶしくて、綺き麗れいで、かわいくて、キラキラ。

「みんな、なんか仲よくて、たのしそうでいいな」

　うらやましい。

　キラキラ。

　あの笑顔の輪わ。

　キラキラ。

「あーあ……」

　ほかのクラスもいっしょの補習なんだから、ここに、比ひ井い史ふみ絵えや奥おく迫せり都みや子こがいれば、自分もあんなふうに……とか思わなくもない。

「けど、あいつら運動ぜんぜんできんのよね……裏切り者っ！」

　裏切ってないし。

　運動できないのは花鈴のせいだし。

　史絵の色黒は中学時代スポーツ少女の名な残ごり。高校になって何な故ぜか文芸部に入った。

　都子はあのはんなりっぷりからまったく想像できないけど、柔じゆう道どう空から手て合あい気き道どう剣けん道どうと格かく闘とう技ぎを経験してきていて、

「線が細いけど骨格しっかりしてるし、腹ふつ筋きんわれててマジびっくりッス」

　意外や意外っしょ？

　そんな都子が、

「更衣きさらぎさんはすごいんですよ」

　というんだから、どんだけすごいんだ更衣初穂。

　いまは、笑い死にしそうなくらい笑いすぎてのをお姫さまに怒られてやや、しゅんとなってる。

　けど、すぐに復活。

「うきゃきゃきゃきゃきゃ、姫、どんくさ！」

　大笑いしてた。

　なんで体育の補習にいるんだ更衣きさらぎ初はつ穂ほ。

　それに。

　なんてゆうか、

「──たのしそう……」

　そう思った。

　でも、その聞こえた声は、花か鈴りんじゃなかった。

　べつの誰だれかだ。

　花鈴がそう思ったそのとき。

　蚊かの啼なくような声──思わず漏もれてしまった心のため息を耳にしたんだ。

「ん？」

「…………え？」

　花鈴のとなりに自分とおんなじように体育座りで膝ひざを抱かかえてる女の子がいた。

　補習なのになんかたのしそうなイケてる女子たちをうらやましそうに眺めてた──そのコと目が合った。

「かわいい！　てか、美人だ！　……でも、」




　──なんだ、この負のオーラは!?




　それが光みつヶが谷や月つく萌もの第一印象だった。

　だいたいこんなすぐ傍そばにひとが座っていたことに、花鈴は今の今まで気づいてなかった。

　月萌の存在の稀き薄はくさがハンパない。

　だのに。気づいたとたん。

　ものすごく気になり出した。

　運動のためか三つ編あみに結ばれた細く長い黒髪。

　前髪が目にかかるくらいでまっすぐパッツンにそろえられてる。

　ちょっと汗をかいたせいか、ぺったりしてる。

　くりくりとした目。

　透すき通りそうな白い肌。

　細く長い手足。

　何ど処こを切り取っても美少女に間ま違ちがいない。

　そうなんだけれど。

　自分とおんなじ『負』のオーラをひしひしと感じる。

　花か鈴りんも「自分もそーとーヒドイ」と思うけれど、月つく萌もはその上をいくかもしれない。

　肌も白いっつっても、もはや青白い。

　細い手足も、頼たよりなくて折れちゃいそう。

　カリッカリだ。

　カリッカリすぎる。

　自分もやせぎすのカリカリ娘だと思ってたけど、月萌は『真しんのもやしっ子』だと思われる。

　儚はかなげで弱々しげで頼りなげで所しよ在ざいなげで淋さびしげで、

「げ、ばっかやん」

「はい？」

　花鈴の意味の判わからないツッコミに首をかしげる月萌。

　その出で逢あいから、花鈴は教室の外、廊ろう下かですれ違ったり、朝礼で体育館に集められたときや、礼れい拝はいのときなんか、いろんな場所いろんなときに、光みつヶが谷や月萌の姿を見つけるたびに、声をかけるようになった。

　あいさつ程度だったけど、引っこみ思じ案あんで人見知りで孤こ独どく主義者気どってる花鈴とは思えない積せつ極きよく性だった。

　ぽつん。と、ひとり。そのカリカリにほっそいうしろ姿を目にすると声をかけられずにはいられなかったんだ。

　ノラ猫を見つけると「おいでおいで！」と言いつつ、近づきたくなるアレといっしょかも。

　それに、高校デビューに失敗はしたが、もともと美み樹き本もと花鈴という女子は、おだてに乗ったり調子の乗ったりすると、ずうずうしくなれなれしい。

「アレ、あたしイケんじゃね？」

　とか調子に乗ると何ど処こまでもいってしまう。

　しかもその先に道はないのに、ずんずん進んで、崖がけから落下したくらいでようやく、

「はあああっ！　すっげー調子に乗ってた!!　イタイし、ケガしたし！」

　まるで絵に描いたようなアフターフェスティバル。

　何度も痛い目にあってきた。

　だからこその学習能力だったが、それがわざわいして、一歩目が慎しん重ちようになりすぎて逆に、の現在クラスで浮いてしまっているという。

　哀かなしき孤こ独どく主義者。

　そんな花か鈴りんが調子に乗って、月つく萌もには積極的にいっている。

　しかし月萌は声をかけるたびに、あいさつするかしないかで、

「ウ……ッ!?」

　ビクッと身体からだを震ふるわせ、一いつ瞬しゆん、怯おびえたりする。

　なもんで、調子ノリの花鈴はおもしろがって、わざとおどろくように背後から忍び寄ったりもした。

　朝礼の体育館で、離はなれた列の彼女とふいに目があうと、花鈴は謎なぞのウィンク連打を送った。

「…………なんですかあ!?」

　そのときの月萌の表情は、困っていて、でもなんだかうれしそうにすこしだけ微ほほ笑えんで、なんとも愛らしかった。

　そんなことをくり返しているうちに、極きよく度どの人見知りの月萌も会話をかわしてくれるようになってきた。

　自分のクラスでもこれだけの積極性と行動力があれば、すぐにでもクラスメイトと親しくなれるはずなんだけれども……。

　なぜだかクラスではうまく立ち回れない。

　そんな花鈴でも、月萌とはもうすっかり友達だと思ってる……んだけど？

「と、友達っ！　……だと、思ってる。……よ？」

　月萌のこたえは、弱々しかった。

「うれしいよ、げっち！」

「わ、わたしも、うれしいよ。みきもんっ」

　そんな儚はかなげな微笑みをされちゃうと、胸がきゅんとしちゃう！

　雨に濡ぬれた捨て犬を見つけてしまったときのアレ。

　捨てられたせいで心を閉ざしているのか、花きや車しやな身体を震ふるわせ、怯おびえた目で世界を見つめる。

　人間を恐れ、信じられず、殻からにこもって、それでも助けを求め、愛を求める。

「あ、アタシがこの仔こ犬いぬを助けなきゃ！」

　じゃないと、稀き薄はくな存在は、このまま透すき通って、ほんとうにこのまま透け透けで消えてしまうんじゃないかと心配する。

「消えないでね！　げっち！」

　月萌の月＝げつで。げっち。

　あと、月つく萌もは、儚はかなげで弱々しげで頼たよりなげで所しよ在ざいなげで自信なさげとか『げ』が多いから。

「ね、げっち！」

「え？　なんですか？　みきもとさ……じゃなかった、みきも……ん？」

　まだまだなれないかんじで、はずかしげに目をふせながら月萌は言い直した。

　月萌は、同級生なのにほっとくとずっと敬語になってしまう。

　なので、花か鈴りんは月萌に敬語禁止と愛あい称しようで呼び合おうと勝手に決めた。

「じゃあ、いまから敬語禁止ねっ。ひとよんで『タメ口大作戦』でいこうぞ！」

「いこう……ぞ？　……ぞ？」

「いいからいいから、タメの口グチでヨロ」

「は、はいっ」

「じゃなくて！」

「はぅー、ごめんなさ、……う……うん。がんばるっ」

　おなじ敬語キャラの都みや子こと月萌の敬語はちょっと違う。

　月萌の敬語には、ナイル川をはさんで向こう岸ぐらいの距きよ離りを感じる。

　それが彼女のキャラクターといえばそうなんだけれど。

　なんだか、さびしいんだ。

　彼女の笑顔とか、彼女の話す言葉とか、自信がないとかそういうレベルじゃなく、儚げで哀かなしげで、やさしげな横顔にも全部、何ど処こか陰か影げを感じる。

「多少強引でもこれくらいしないと、げっちと仲よくなれる気がしない」

　自分に似てるところがある彼女と、仲よくなりたいと思った。

　月萌を笑わせてみたいと思った。

　クラスで浮いてるやつがなに言ってんだ。って話だけど。

　そう、想ったんだ。

　直感ってやつ。

　このコとなら、ぜったい仲よしになれる！

　そう、想っちゃったんだもん。

　友達になるよ、ぜったい。

　やってやれだ！

　仲良しになってやるんだ。

　クラスで浮いてるからとか関係ないし、さみしいとかじゃないし。

　だいいち月萌とは違うクラスだし。

「みきもんさん、がんばろうねっ」

　言って両手ににぎりこぶしを作ってみせる。
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　月つく萌もなりの気持ちを表現してるんだろうけど、なんともぎこちなさげ。

「さん付けだし。ちから入りすぎだし……」

　まあまあ。

　友達としてはじまったばかり。

　ゆっくりやっていこうぞ！

「ぞ？」

「ぞ！」

　不安そうな月萌に、根こん拠きよのない自信で花か鈴りんはつよくこぶしをにぎった。

「戦やって殺やれだ!!」







　　　　『君は僕じゃないのに。』




　　　　　　　am i confusing u?






　　　　　　　♪




　安あ比い奈なひな子は、不ふ思し議ぎに思っていた。

「なんで、わかるんだろー」

　首をかしげて、不思議そうに手にした本をのぞきこんでいた。

「なに読んでるの、ひな子？」

　織おり江え巫いち子こが訊たずねる。

「これー」

　と手にした本の表紙を巫子に向ける。

　カノジョが読んでいたのは、占いや心理分析の類たぐいの本だ。

「女子ってそういうの好きだなあ」

　自分も〝女子〟だというのを何ど処こかへ忘れて、となりの席──美み樹き本もと花か鈴りんは思っていた。

「すごいのこれー。なんでわたしのことわかるんだろーね？」

　テンション高めのカノジョは、ちょっと熱っぽく語る。

　なにかすごいらしい。

　花鈴は興きよう味みを持って耳をそばだてた。

　まるで男子中学生みたいなかんじで、異性に対して興味がないふうでその実、興味津しん々しん。

　同性だけどね。

「ばっちりあたってる。わたし、こういうかんじだもん」

「へえー、すごいじゃん」

　話を聞いていた更まさ衣らぎ初はつ穂ほがやたらと感心する。

「そうなの、すごいの。こことかこことか！」

　カノジョが感心するのを、

「へえー」

「ねえー」

　と巫子と初穂が顔を見あわせて、うれしそうに頬ほおをゆるませる。

　あ、いや。

　ちょっと、訂てい正せい。

　たしかに、ふたりともひな子嬢じようラヴなので、うれしそうにしてるんだけど、

「ニヤケてる？」

　ように、花か鈴りんには見えた。

　ニタニタしてる。

　ニタニタしてる。

　ふたりともいつのもデレデレとは違うんだ。

「……うーん、なんでわかるのー？　この本のひと、わたしじゃないのに」

　そんなことには気づかず、お姫ひめさまは御ご本ほんに熱心だった。

　すると、それが、さらに巫いち子こと初はつ穂ほの頬ほおをゆるまさせた。

　にやにや。

　にたにた。

　にやりにやり。

　にたりにたり。

　だんだんその表情が、いじわるな顔に見えてきた。

　花鈴にはその理由がわからなかったが、

「ちょー、ふたりともー」

　判わかる人物がいた。

　わがクラス委員長、服部はつとり美み苗なえがあきれたふうに巫子と初穂の腰や肩をぽんぽんとたたく。

「ほんま、いじわるやなー、きみたちはー」

　何な故ぜか大おお御ご所しよ漫まん才ざい師しの口調だった。

「ひにゃこ、血液型なんだったっけ？」

　今度の口調は、やさしい保育園の先生みたいだった。

　知っているけど、〝そのコ〟に気づかせるためにあえて訊きく。みたいな。

「んー、えーっと、ねえ、Ｏ型ー？」

　何故か疑問形で返すカノジョ。

「そうだよね。ＡでもＢでもなく、Ｏ型ね」

「うん」

　かわいらしく純じゆん粋すい無む垢くな瞳ひとみでカノジョは、こくりとうなずいた。

　ぷっ、とこらえきれなかった巫子の唇くちびるのはじっこから息が漏もれた。

　あわてて口を押さえる。

「なんでもない」

　と首を振ったが、姫ひめさまは、くりくりの瞳ひとみをさらにくりくりさせて巫いち子こと初はつ穂ほと美み苗なえの顔を順じゆん繰ぐりに見つめた。

　その真まっ直すぐな瞳にたえられなくなった初穂が、

「姫っ、本」

　と言った。

「ほん？　すっごい、あたってる！」

　カノジョはまた嬉き々きとした表情に戻った。

「じゃなくて、本の表紙。見てみて」

　としかし巫子がつづける。

「んー？」

　カノジョは言われるがまま手にした本を表に向ける。

　表を向けるのに手がクロスして腕の角度がややややこしい。

「天然ちゃんだなあ、安あ比い奈なさんは」

　なんて思いつつ、なごんでいた花か鈴りんだったが直後、衝しよう撃げきの事実に気がついた。

「Ｏ型ー」

　とカノジョは自身の血液型を語っていた。

　そんなカノジョが手に持っている本。

「んなバカな……！」

　一いつ瞬しゆん、信じられなかった。

　が、たしかに、その表紙には、







『ＡＢ型のすべて教えます。』







　という本のタイトルがでかでかと書かれていた。

　でかでかとわかりやすく『ＡＢ型』と。

「あれー??」

　カノジョが不ふ思し議ぎそうに首をかしげてる。

「あたしのほうが不思議すぎて首をひねりあげたいよ！」

　目の前で起こってることが現実とは思えなかった。

　Ｏ型のカノジョがＡＢ型について書された本を手に、

「すごーい、あたってるー」

　とか言って、きゃっきゃしてたんだもの！

　これだもの！

　だって、天然だもの！

　すげー！　安あ比い奈なさんすげー！

　ま、ま、マジすげええええええええええええええ！

　なんでそんなことになってんの!?

　なんで、気づかなかったんスか!?

　その本、ずっとＡＢ型のこと書いてたんでしょ!?

　安比奈さん、Ｏ型なんスよね？

　ずっと読んでて気づかないとか！

　まず、手に取ったときに気づかなかったんかい!?

「ぶあっはっははっははっはっっはっは！　さすが、姫ひめ！」

「ひな子、天才すぎる！」

　ついに初はつ穂ほと巫いち子こががまんできずに噴ふき出した。

「あれー、なんでだろー」

　どこのどのへんにカノジョは疑問を持って首をかしげているのか。

「まあ、ひにゃ子らしいっちゃらしいか」

　美み苗なえ委員長は、カノジョの天然っぷりに頬ほお染そめ目を細めてる。

　惚ほれすぎだよ、委員長。

「判わかってたけどね、姫」

「うん。知ってた」

　衝しよう撃げきを受けて白目むきかけてる花か鈴りんと違い、慣れ親しんだ恋するカノジョの天然ちゃんっぷりに、愛いとしさあふれる巫子と初穂。

「なんでー、いちこちゃんも、はつほちゃんも、わかるの？　わたしじゃないのに」

　カノジョは唇くちびるをとがらせた。

　となりに座ってるだけなのに、カノジョの〝魅み力りよく〟に気を失いそうになる。

「まあいっかー。ＯでもＡでもＢでも血は血だし？」

　カノジョは言った。

　ざっくり言って、微ほほ笑えんだ。

　いくらなんでも、ざっくりすぎる……！

「──安あ比い奈なひな子、恐ろしいコ……ッッ!!」

　カノジョは、天才でした。







　　　　『魚の模も様よう。』




　　　　　　　fish and ships






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんは、更衣きさらぎ初はつ穂ほのことをただのジャイアンだと思っていた。

　この前、体育の補習に必要もないのに何な故ぜか参加していた初穂の様子を見ていて、その想いが強くなった。

　毎度休み時間にとなりの席で、安あ比い奈なひな子たちとじゃれている初穂が、

「おい、のび太ぁ、ちょっとジュース買ってこいよ」

　いつ言われてもおかしくないぞ！　内心ひやひやしていた。

　先日、うっかり初穂と目が合ってしまい、

「なに？」

　姫ひめと呼ぶひな子に接するときとはまったく違うローテンションに心しん臓ぞうがキュッとなった。

　ちっちゃいジャイアンに略してチャイアンにらまれたーっ!!

　お、オワッッッタ………！

「な、な、なんでもないッス」

　心のなかで土ど下げ座ざしながら、目をふせ、たまたま目が合って知ったんですなんでもないんですを装よそおうのに尽じん力りよくした。

「んだよ」

　つまんなそうに言う初はつ穂ほをなんとかやりすごした。

　うああああああああ、あやうくチビっちゃうかと……！

　そんな話したら、初穂とおなじクラスの奥おく迫せり都みや子こに言われた。

「そんなー。みきもんさん、ビビリすぎですよ」

　けらけら笑われてしまう。

　都子いわく。

「たしかに、更衣きさらぎさんきびしいときもありますけど、それは相手を想ってゆうてはるんやと思いますし。基本的にやさしいひとですよ？」

　だそうだ。

「うーん」

　としかし、その言葉を鵜う呑のみにできない花か鈴りんだった。

「だって、にらまれちゃってるんだもの！」

　あの美少女ガキ大将に！

　都子はジャックナイフみたいに切れ味鋭するどい初穂の強い視線を向けられたことがないんだ。

　だからそんなことが言えちゃうんだ！

「そうなんですかねえ？」

　こちらも納得できない様子の都子。

　自分のクラスにいるときの初穂とカノジョたちといるときの初穂では違いがあるのか。

　けど、放課後いろんな部活やサークルに顔を出してる初穂を目もく撃げきしたときは、あまりそういうイメージは受けなかった。

　誰だれと何ど処こにいても、初穂は初穂だった。

　ただし。

　カノジョといるときだけは、テンションがギアチェンジしてたり、あまえ方がエキサイティングしてたりする。

　更衣きさらぎ初はつ穂ほにとって、カノジョ──安あ比い奈なひな子は、やっぱり特別なんだろう。

「なんせ、休み時間ごとにくるからね。わざわざうちのクラスに」

　うちのクラス。と自分でいって、自分がほかのクラスに所しよ属ぞくしているはずの初穂より、まったく馴な染じんでないのを思い出して、ちょっと落ちこむ。

　孤こ独どく主義者気どってる場合じゃない。マジで。

　哀かなしき孤独主義者の頼たよりなくまるまった背中を比ひ井い史ふみ絵えが、ぽむぽむした。

「まあまあ、そんなひともいるっしょ。クラスになじめてないけど、ほかのクラスには友達いるみたいな」

　たとえば。とつぶやいて、

「ユー」

　と史絵に指さしで言われる。

　思わず、にんまりしてしまう。

「みきもんにはウチらがいるし！」

　史絵が強く花か鈴りんの背中をぽんぽん叩く。

　冗談っぽく聞こえるけど、史絵は本気で言ってくれる。

　ふだんはしょうもないこと言ってふざけてばっかだけど、史絵にしても都みや子こにしても情に厚く、友情に熱い。

　なんだか、とても泣けてくる。

　泣き虫はこれだから困るんだ。

　思いつつ、史絵や都子とルームメイトでほんとうによかったなと花鈴はつくづく想った。

　そうしてある日の、寮りようでの夜はふけていった。

　明けて、翌日。




　事件は起きた。

　教室で起きた。

「恐れていたことが現実になってしまった……!?」

　休み時間。

　のどが渇かわいたなーと、おサイフを手に座席から立ちあがった花鈴は、いつものようにカノジョのところにやってきた更衣初穂に、じっと見つめられていたことに気がついた。

　カノジョの膝ひざの上に座ってる初穂は、さっきまでみんなとたのしそうにしゃべってたのに。

　じっと、花か鈴りんを見てる。

　じっと、花鈴を観かん察さつするような、洞どう察さつするような。

　それは、虫を観察する小学生男子の目のようだった。

　なんすか？

　なんで？

　どうして？

　なぜに見つめられてるんだ、アタシ。

　むしろ、ガンつけられてる!?

　なんかしました、っけ？

　した？

　しちゃったの!?

　記き憶おくにございません。

「てへっ！」

　てへじゃねー！

　花鈴はサイフを小こ脇わきに抱かかえたまま猫ねこ背ぜをさらにまるめて身構える。

　なにげなく席を立ったのに、ぜんぜんなにげなくなくなった。

「な、なん……でしょうか……!?」

　初はつ穂ほの視線に耐えられなくなった花鈴は勇気のカケラをありったけ集めて訊たずねた。

　小こ粒つぶな勇気も勇気は勇気だ！

　最初から砕くだけ散ってたけど、カケラでも勇気さ！

　りんりん！

　鳴らせ、勇気の鈴すず！

　りんりんりん！

　鳴るよ、響ひびくよ。

「ねえ、」

「はい、なんでしょう!?」

　初穂が言うやいなや訊きき返す。

　作り笑顔でもみ手でごきげんをうかがうようなかんじだ。

　自分でも小こ者ものすぎる応対だと思う。

　ところが。小者には、予想だにしない科白せりふが返ってきた。

　いや。

　予想や想像はしてたけど、それは想像にすぎず、あくまでも最悪な事態に備えての想定で、まさか実際そんなことが起こるとは──考えたくなかった。

　が、

「おいのび太、」

　初はつ穂ほは言った。

「ジュース買ってこいよっ！」

　言い放った。

「ひぃぃぃぃぃぃっぃぃぃぃぃぃぃぃぃいぃぃぃぃぃいっぃいぃいいぃいぃっ!!」

　心のなかで、断だん末まつ魔まレベルの悲ひ鳴めいを発した。

　ジュース買ってくるところだけども！

　買ってこいって言われましても！

　まさかの展開で、わたくし狼ろう狽ばいしております。

　英語でゆうとパニックです！

「わ、わかりました！」

　が、次の瞬しゆん間かんには何な故ぜか更衣きさらぎ閣かつ下かに敬けい礼れいしながら了りよう承しようしてしまってた。

「まじで？」

　言ったくせに初穂は、花か鈴りんの返しにまゆ毛をつりあげ瞳ひとみをくりくりさせ驚おどろいた。

「え？」

「え？」

　おたがいのリアクションが意外でおたがい顔を見あわせる。

「えーっと、ジュース買ってこいよと？」

「うん。いや、でも、そんなまじに受け取られると──引くわー」

　まゆ毛をハの字にして初穂が困った表情を見せる。

　困ったのは、こっちだよ！

　引くわって！

「ゆったの自分そつちじゃん！」

　大声で言ってやりたかったが、言えるはずもなく、

「は、はあ……」

　花鈴は猫ねこ背ぜで生返事するだけだった。

「あー、ごめんごめん。ノドかわいたなーって思ったら、ちょうど、となりでサイフ持ってるひといたから、もしかして飲み物買いに行くのかと」

　んで、

「ジュース買ってこいよ」

　ということッスか？

「そう！」

　初はつ穂ほは屈くつ託たくのない無む邪じや気きな笑顔を浮かべる。

　その笑顔があまりにもまぶしくて、花か鈴りんは何も言えなくなった。

「あはははー」

　と愛あい想そ笑いするだけだった。

「はつほちゃん、ひどくない？」

　さすがのカノジョも、初穂の自由すぎる言動にその厚みのあるやわらかな唇くちびるをとがらせた。

　まさかのカノジョ──安あ比い奈なひな子の援えん護ご射しや撃げきに、

「なんか、めっちゃうれしいんですけど……っ！」

　思わず花鈴は心のひだひだをふるわせて全力で歓かん喜きした！

　うわー、泣きそう！

　アメとムチ効果ってやつ!?

「んまあ、買ってきてもいいッス、けどぉ？」

　テンション上がって花鈴は言った。

　ビビリで人見知りで孤こ独どく主義ってるくせに花鈴は調子ノリだった。

「え、いいの？」

　初穂がきょとんとする。

「んまあ、どうせドリンク買いに行こうと思ってたんで？　ついでなんで、いいッスけど？」

　上うえ野の公園の鳩はとなみに首をくいくいやりながら中二男子みたくかっこつける。

　いつだってかわいい女の子の前ではカッコつけていたいじゃないか。

　美少女大好き！

　この学校がんばって入学してよかった！

　美少女大好き！

　ぼっちでもいいことってあるよねよかった！

　美少女が好きだーっ！

　実は、都みや子こと気が合うのはここらへんの趣しゆ味みだったりしたりなんかしちゃったりして！

　だって、みんな好きでしょ!?

　美少女が!!

　──という花か鈴りんの個人的趣味が魂たましいの叫びとなって心しん壁ぺきを越えそうになったところで。

「じゃあ、お言葉にあまえまして」

　初はつ穂ほが小こ銭ぜにを取り出して、

「ほいっ」

　と花鈴に手渡した。

「ん？」

　あれ？

　初穂に渡された小銭は、ジュース一本分または一パック分よりも多かった。

「つりはいらねぇぜっ」

　初穂は大げさな表情と仕し草ぐさで男前に言った。

　うぉ、イケメン！

　カンドーした！

　花鈴とは対照的なイケてる女子の最さい高こう峰ほうで、正直コワイイメージも持っていた初穂の男前な気づかいに脳内スタンディングオベーション。

「じゃあ、わたしもー」

　さっき初穂にひどいとか言ってたのに、方針変えたカノジョもいそいそサイフを手に取る。

「だって、ノドかわいたんだもんっ」

　言い訳わけがストレートで、もはやかわいらしい。

　おサイフもカノジョらしくてピンクでキュートでかわいかった。

　イケてる女子はやっぱ持ち物までイケてるな。

　自分にはああいうのは似合わないなー。

　花鈴は、デパートで二千円しなかったやつを使ってる。

　気に入ってるからいいんだ。

　と自分に言い聞かせ、

「はーいっ」

　カノジョから手渡されたお金を受け取った。

「ども」

　ん？

　あれ？

　おや？

　足りない。

「…………あの……」







　安あ比い奈なさん……お金……足りませ……ん……。







「ごじゅうえん……」

　しかない。

　学校の自販機は一般的な販売価格よりもずいぶん安価だけど、さすがに五十円だと。

「ありゃ？」

「ちょっとちょっとー、待ってくださいよー、五十円てー」

　とかベタなツッコミ待ちでもなさそうだ。

　ワザとじゃなく、──天然じゃないか。

　安比奈さんて、スゴイ！

「なにやってんの、姫ひめ。イジメ!?　イジメカッコワルイヨ！」

　初はつ穂ほがハの字まゆ毛でツッコむ。

「ちがうよっ！　てか、五十円じゃなかった？」

　じゃないッス。

「ったく姫、何年この学校の生徒やってんのよ」

　しかたないなーと言いながら、

「あたしが出してあげるーっ」

　うれしそうに初穂が足りない差さ額がくを花鈴に渡してくれた。

　やっぱりカノジョに接するときの初穂はほかと印象が違う。

　デレデレだ。

　デレッデレだ。

　かわいいガールフレンドにあまあまなカレシみたく。

　そう考えてみて、更衣きさらぎ初穂の多面性、多様性に気づく。

　花か鈴りんが「ちょっとこわい」と思ってたのとおんなじかんじで、更衣初穂の印象は、ひとによってずいぶんと変わってくる。

「ずっとふざけてたり、」

「真剣だったり、」

「笑ってたり、」

「怒ってたり、」

「困ってたり、」

「哀かなしかったり、」

「さみしかったり、」

「やさしかったり、」

「きびしかったり、」

「はしゃいでたり、ローテンションだったり、」

「うるさかったり、しずかだったり、悩んでたり、ふっきれてたり、」

　ほんと、いろいろだ。

　喜き怒ど哀あい楽らくが激しいというか。

　表情が豊かで感情がストレートに表に出るんだろう。

　意外性のある美少女ガキ大将。

　それが、花か鈴りんのいまのイメージになった。

　たとえば、

　ある日の──昼休み。

　前の授業が理科で、実験室での授業だった。

　移動やら後片付けなんかもあって、教室に戻ってくるのが遅くなった。

　購こう買ばい部ぶに寄り道したカノジョたちよりも、花鈴は一足も二足も先に教室に着いた。

　そこには、すでにカノジョの帰りを待つおなじみ更衣きさらぎ初はつ穂ほの姿があった。

　花鈴はカノジョの机に座ってる初穂を流し目に見つつ、こそこそ席に腰かける。

　ほぼ同時に、

「おそーいっ！」

　初穂が椅い子すの上でちいさく跳はねた。

　ビクッと身を震ふるわせ、気づかれないようにそっと初穂のほうに目をやる。

「おそい！」

　としかし初はつ穂ほがこっちを見ていたので、きゅっと心しん臓ぞうをつかまれたような気分になった。

　バッチリ目があった。

「みんなは？」

　いなや初穂に訊たずねられる。

　怒ってるような視線に息苦しさを覚える。

　蛇へびに睨にらまれたカエルだ。

　今日の更衣きさらぎさんは不ふ機き嫌げんでいらっしゃいます。

「さあ？　購こう買ばい部ぶとかいってるんじゃないッスか……？」

　怒られてる気分でびくびくしながら、花か鈴りんはうっすらとした予想を初はつ穂ほに伝えた。

　それが事実かどうかは、ぼっちの花鈴には判わからなかった。

　あくまでも予想なんだけど。

　それでも初穂には十分だったらしい。

「マジで？　うー、──超ちよう腹はらヘリングボーイ！」

　……なんだ、そりゃ！

　ださい！

　だせえええええ！

　ツッコミつつ、ちらちら横目に初穂の様子を気にする。

　ごそごそと初穂は持参した〝それ〟を机の上に置いた。

　あらまあ、かわいらしい。

〝それ〟は、おさかなさんのイラストが描かれた包みだった。

　なんだか、花鈴のなかでかっこいいちょっと強こわ面もてな初穂のイメージじゃなく、おさかなさんのギャップに、

「フッ……」

　思わず噴ふきそうになった。

　あわてて、口もとを押さえる。

「んー？」

　と初穂が不機嫌そうにこっちをにらむのを、

「なんでもないッス」

　と口を押さえたままやりすごした。

　いちいち花鈴の挙きよ動どうに気を張ってる初穂でもなく、それよりも、

「もうガマンの限界！」

　それの中身は、お弁当箱だった。

　これまたかわいらしいキャラがプリントされたランチボックス。

　初穂はいきおいよくそれを開いていく。

　お弁当作りの教科書に出てきそうな、綺き麗れいな彩いろどりと気の利いたおかずのお弁当だ。

　手がこんでるワケじゃないけど、お料理上手なひとが、

「ちょちょいのちょい！」

　ってカンジと香りのする。

　イケてるＯＬさんが作った──

「せんぱいのおべんとうかわいい！　おいしそう！」

「ううん、ぜんぜん。きのうの夜のあまりものだよぅ」

　みたいな。

　だとしたら、

「更衣きさらぎさんのおかあさんって、すごい料理上手でセンスあるんだなあ」

　と思った。

　さすが（花か鈴りん的に）イケてる女子のトップランカーの更衣初はつ穂ほのママさんだ。

　そう、思っていた。

　思っていたんだった。

　けれど、実際は──違ってた。

　初穂がお弁当箱を広げて、卵焼きをつつきはじめたころ、

「はつほちゃーん」

　カノジョたちが教室に戻ってきた。

「おそーい、もう食べちゃってんだけどー」

　待ち焦こがれたけど、ガマンできなかったとアピールする初穂。

　それよりもカノジョのほうは、

「おべんとー、かわいーっ」

　初穂ママのお弁当に興きよう味み津しん々しんだった。

　しかも、違ってた。

「すごいね、はつほちゃん。また手作り？」

　そりゃそうだろう。

　家から持ってきたお弁当なら、そりゃ、ママの手作り──

「はつほちゃん、料理上手っ」

　カノジョが言った。

「え？」

　はっと花鈴は顔を上げた。

　手作りって、ママじゃなくて？

　自分で!?

　手作り!?

「なに？」

　なんかの既き視し感かんみたいに初はつ穂ほと目があった。

「あ、いやー、」

　誤ご魔ま化かそうとして、できなかった。

「なんだよー」

　初穂がしっかりこっちを不ふ審しんげに見てる。

「いやー、そのー、」

　困った花か鈴りんはなかば無意識で何度か、初穂のお弁当に視線を向けていた。

　すると、

「ん？　おべんとう、あげないよ！」

　何度も見ていたから初穂のいう超ちよう腹はらへリングボーイなのかと勘かん違ちがいしたみたいだった。

　おなかすいてるけど、そんなだせえええのじゃねえッス。

「あ！　いや、そういうんじゃなくて！　お、おいしそうだな……って？」

　その場をどうにかやりすごそうとしてとっさに出てきた科白せりふだったけど、嘘うそはない。

　おいしそうだな、って。

　ほんとに思った。

　まさかそれが、初穂ママじゃなくて、初穂自身が作ってきたお弁当だとはまったく予想外だったけれども。

「んなこと言っても、あげなーい」

　初穂はイジワルな表情で、お弁当のふたを花鈴に向けて中身を隠かくした。

　本気で、花鈴がお弁当の中身を狙ってると思ったんだろうか。

「えー、わたしはー？」

　初穂の科白を聞いて、カノジョが机の前に膝ひざ立だちになった。

　カノジョがあまえた瞳ひとみと唇くちびるをすると、

「姫ひめは、べつーっ！」

　すぐに初穂の表情は、花鈴に対するソレとはまったくべつの、デレデレになった。

「はい、あーん！」

　言って、初穂はなにかしらのヒジョーにおいしそうな炒いため物をカノジョの口に運ぶ。

　親おや鳥どりがヒナにエサをやるみたく。

「おいしーっ！」

　カノジョはぱっちりお目めをひどくぱっちりさせる。

「でしょーっ！　姫のために作ってきたんだから！」

　自分のためのお弁当だけど、あんまり冗じよう談だんにも聞こえなかった。

　お姫ひめさまへの愛情がすごすぎる。

　それから、テンションがあがりすぎた初はつ穂ほは、自分の口に運ぶよりも多く、カノジョの口にエサ──じゃなくて、ごはんを運んでいた。

　のちに、

「──超ちよう腹はらへリングボーイ!!」

　と初穂が自分のクラスでうめくのは、そんなに時間の経たたないうちのことだったりもするが。

　そのことを花か鈴りんは知るよしもなく、

「うーん、料理までできるのか……更衣きさらぎさん『なんでもアリ』すぎる！」

　更衣初穂の底知れなさに、あらためて驚おどろいていた。

「おなかいっぱい、しあわせー……」

　自分の分のランチも食べて、腹パン（おなかパンパン）のカノジョの午後もまた、お昼寝タイムだったのは、花鈴もよく知るところだ。







　　　　『スカートの羽は根ね。』




　　　　　　　mini skirt






　　　　　　　♪




　安あ比い奈なひな子の朝は、遅い。

　べつに学校が近いからってよゆうをぶっこいてるワケでもなく、なんなら、ひな子宅から学校までは、それなりに距きよ離りがある。

　家を出て、十分ほど歩いて駅まで。

　電車を乗り継ぎ、三十分ほどで学校の最も寄より駅。

　その駅から十分ほど歩いて、ようやく学校だ。

　朝のホームルームが八時半からなので、それまでに学校に到着してないといけない。

　仮に、制服を着たまま寝て朝食も取らず寝ぐせを気にせずメイクもせず家を出て、最短で約五十分の通学時間。

　そう考えると、家を出るタイムリミットは七時四〇分。

　本日のカノジョのお目め覚ざめタイムは、七時半。

　まだ間に合う。

　間に合うが。

「……おはよう……」

　と寝ぼけ眼まなこで、まず、足もとでじゃれつくペット『ちゃっぷりん（雄おす・犬・一歳さい）』を抱き上げ、しばし戯たわむれる。

　とかやってるカノジョののんびりおっとり具合じゃ、ぜったい間に合わない。

　ようやく時計を見て、ハッと気づくんだ。

「わー、なんでこんな時間なのぉ!?」

　そんなこと言っても、めざまし時計は七時に鳴っていた。

　それを、

「…………んんー……ねむぃ」

　とストップさせ、二度寝したのはカノジョだ。

　五分後にスヌーズ機能で鳴った目覚ましをさらに止め、スヌーズ機能も停止させ、三度寝したのもカノジョ。

　遅れるから。と起こしてもらったのに、

「…………んんー……ん。起きた……っ」

　言いながら、ベッドで上半身起こしたまま、ぼーっとしていたのもまた、カノジョだった。

「あーん、ごはん食べらんない。えーっと、髪……は、いいや！　すっぴん？　だって、しょうがないじゃん。時間ないんだもんっ」

　ＪＫだからすっぴんでも十分ちゃ十分だけれど、美意識の高いカノジョには、それは避さけたい仕し様ようだった。

　だった。

　だった？

　だったら、はやく起きろよ!!

「えーん！」

　あわただしく自室に舞まい戻ると、ベッドの上にパジャマを脱ぎ捨てる。

　最近買った下着がかわいいなーと、

「うふふー」

　ニヤケて、

「じゃなかった！」

　学習用としてはもはや機き能のうしてない学習机の多機能チェアに無む造ぞう作さにかけ置かれた制服をひっつかんだ。

「にゃーっ」

　なぞのかけ声でファイト一発。

　いまさらスカートが上う手まくはけなくて、片足を上げたままのスタイルでベッドにうつぶせに倒れこんだ。

　どんくさい。

「このまま寝ちゃおうかな。でも、遅刻しちゃうから起きる！　えらい、あたし！」

　いや、遅刻します。

　ひな子さんもう無理ッス。

　それでも、スカートをはいて、ブラウスを着て、ブレザーを羽は織おる。

　リボンは面めん倒どうだから、

「あとで、」

　勉強道具ほぼゼロなのに、何な故ぜかパンパンのスクールバッグに放りこんだ。

　ベッドの上にひっくり返りながら、粉こな雪ゆきみたいに白い脚あしをソックスに通し、ごろごろ転がって床ゆかに胴どう体たい着ちやく陸りく。

「よーし、準備完了っ」

　きりりとした表情で、カノジョは、

「いってきまーすっ」

　家を出た。

　家を出てすぐに、

「あーん、ケータイ忘れたーっ」

　一度、自室に戻ることになるけれど。

「遅刻するぅ」

　もう、遅刻決定だけど。

　小走りに駅に向かう。

　間もなくして、息切れのため、早足になりつつ、なんとか駅に到着した。

　ホームやってきた電車に乗ると、運よく席に座れた。

　となりのサラリーマンのひとの香水（整せい髪はつ料りよう？）のオイニーがゴイスーでちょっと眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そうだ。息止めれば、いいんだ！」

　と気づいて、息を止めてみる。

「…………ぐるじぃ！　息できないよ!?」

　そりゃそうかと、気づいてすぐやめる。

　しばらくがまんしてるうちに、そんなにニオイが気にならなくなってきた。

「なれたっ」

　スクールバッグから、家に置いてきそうになったケータイを取り出す。

　メールの着信あり。

「だれだろ？　んー、ってゆうかっ。きのう、充じゆう電でんしてなかったよ……！」

　心こころ許もとないバッテリー残量にびくびくしつつ、メールを開いた。

　クラスメイトの織おり江え巫いち子こからだ。

「チコクしないよー。もうすぐつくよー」

　返信完了。

　いや、でも、遅刻しますよ、ひな子さん。

　もうすぐって、電車はまだ半分すぎたとこッス。

　電車は揺れる。

　カノジョも揺れる。

　こくりこくり。

　居眠り中。

　もうすぐ、目的地です。

「──……わーっ、降おります降りますっ」

　ぎりぎりで起きた。

　ほかのひとの流れに乗って降り立った三番線のホームから早歩き。

　ケータイをかざして改札を抜ける。

「やっとついたー。やれやれ」

　まだッス。ひな子さん。

　ここから十分ほど歩きます。

「こんなときだけ遠いんだもん、がっこー……！」

　頬ほおをふくらませる。

　こんなときにだけじゃなくて、いつもいつだって駅から学校って、この距きよ離りだった。

　いつもなら駅から学校までの道には、たくさんの同じ制服を着た生徒たちがあふれかえっている。

　けど、今日は、まったく見当たらない。

「わー、ちこくー」

　あせるひな子嬢じよう。

「あせるぅ」

　口に出してあせってみた。

　かろうじて開いていた校門をふらふらと通り抜ける。

　校門から校舎まで、わりとある。

「ムダに長いよっ」

　文句なら創始者か設計者に言いましょう。

「まにあえー」

　下げ駄た箱ばこでローファーからうわばきにはきかえ、目指すは教室。

　カノジョ的に全力疾しつ走そう。

　階段を登る。

　ふわりふわりとスカートが朝の空気と戯たわむれる。

　スカートふわり。

　空気がまるで甘えるみたいに。

　ふわりふわり。

　まあ、もう間に合わないが。

「やっぱ、むりかもー」

　階段を登ってる途中で、カノジョ的全力を出した結果、疲れて、心が折れかけた。

　ところが、だ。

「あれ？　セーフ……っ？」

　こっそり教室のドアを開けて、中をのぞくと、授業中の雰ふん囲い気きじゃなかった。

「ぜんぜんセーフじゃないし」

　こそこそ中腰でひよこみたいなポーズで教室に入ってきたカノジョを服部はつとり美み苗なえが見つけた。

　そのちっちゃい手にたくさんのプリントを抱かかえていた。

「おはよー、みなえもん」

「おそよう、ひにゃこ」

　やれやれと肩をすくませ、「さっさと席に着く」と美苗は委員長っぽく付け加えた。

「けど、セーフかなー？」

　席に着くと、前の織おり江え巫いち子こが振り向いて、にんまりと笑顔だった。

「えー？　せいふなの？」

　ぼやーっとした表情で驚おどろくカノジョだった。

「一限目さ、なんかけっこー準備あるみたいで、みなえもんが手伝ってんだけど、なかなかはじまらなくて、授業開始ちょっと遅れてんの。ラッキーだったね、姫ひめさま」

「ほんと？　ラッキーっ。ミラクル、きたーっ」

　カノジョは、やわらかそうな腕を天てん井じように突き上げた。

「いやいやいやいやいや、ひにゃこ。遅刻だからふつーに遅刻だからね、ほんとは」

　美み苗なえが注意する。

　まず出欠を確認するホームルームには遅刻してる。

　けど、授業の開始には間に合っているから、一応、カタチ的にはセーフにはなる。

「ミラクルーっ」

　と、ひな子と巫いち子こは声をそろえて、朝からテンションが高い。

「こまった娘コやなー」

　言いながらも美苗は微ほほ笑えんでいた。

　そんなミラクルが起こった教室に、もうひとつのミラクルがやってこようとしていた。

「──す、す、す、すっすすいません。ごめんなさい。ほんと申し訳わけ!!」

　カノジョと違い、いきおいよく教室のドアが開かれた。

「こらー、美み樹き本もとー」

「はああああああああ、すいませんすいません！　もうしません！　あ、いや二度目なんスけど……！　つぎは！　つぎこそは……!!」

　怒ったのは教師の声マネの美苗委員長だった。

　が、必死すぎてそれに気づかない──その生徒は、仏ほとけの顔も三度にすがるため、ひたすら謝あやまっていた。

「まだ、二度目ですやん！」

　何な故ぜか関西弁で。

　まだもなにも、二度目は二度目。遅刻は遅刻だ。

　でも二度目でも遅刻でもなかったんだコレが。

　だからその瞬しゆん間かん、教室が、どっとわいた。

　授業中らしからぬ緊きん張ちよう感のない笑い声に、その生徒──美樹本花か鈴りんは目を丸くした。

「あ……れ？」

　教室を見渡し、みんなが笑っている理由を探る。

　当然、最初は自分が遅刻したせいで笑われてると思った。

「あ、れ？」

　そういえば、教卓のところに教師の姿がない。

「あーれー？」

　状況を呑のみこめてない美み樹き本もと花か鈴りんに、美み苗なえが告げる。

「ほんとはアウトだけど、今日ははじまるのが遅くなってるから、セーフだよ」

「ま、ま、ま、ま、マジすか！　み、ミラクルきたーっ」
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　花鈴の魂たましいのこもったガッツポーズに、またクラスがわいた。

　クラスで浮いた存在の花鈴はよく判わからないが、ミラクルがきたことを悟さとった。

「や、だから、ほんとは遅刻やからね。反省してくださいな」

　としかしすぐに笑いながらも、美苗委員長の注意が入る。

「す、すいません……っ！」

　調子に乗りかけてた花鈴は冷や水ぶっかけられたみたく目をまんまるにした。

　そそくさと座席につく。

　カノジョののんびり遅刻と違い、美樹本花鈴の場合、暮らしてる寮りようが学校に近いためによゆうぶっこいた結果だった。が、遅刻じゃなくて、奇き蹟せきが起こってセーフになった。

「ふー、よかったー」

　椅い子すにもたれかかり、深く息を吐はく花か鈴りんを、カノジョのおっきな瞳ひとみが追いかけていた。

　その視線に、花鈴が気づく。

　──なんスか？

　声には出なかったが、表情がそう語っていた。

　何度かまばたきをする。

　すると、カノジョはうれしそうに、にんまり言った。

「いっしょ！」

「は、はい？」

　いきなり話しかけられ戸と惑まどいたおす美み樹き本もと花鈴。

「ミートゥー」

「んん？」

「ミラクルーっ」

「え、えーっと？」

　花鈴がカノジョにその意味を訊きき返そうとするが、

「ごきげんよう、みなさん。ごめんなさいね。準備に手間取ってしまいました。準備も整いましたので、それじゃあ授業をはじめましょう」

　そう言って、教師が教室に入ってきた。

「起立」

　委員長の号令で、クラスメイトたちが椅子を膝ひざに引っかけながら立ちあがる。

「礼。おはようございますっ」

　そのままカノジョは花鈴に何もこたえることなく授業がはじまってしまった。

「えーっと、」

　美樹本花鈴だけが取り残されたようにしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

「昨日、お話しましたところなのですが、」

　ぼーっとしていても授業は進んでいく。教師が黒板に文字を刻きざむ音で、花鈴はわれに返ったのか、ばたばたと教科書とノートを取り出していた。

　となりの席で、カノジョは、おなじく教科書とノートをのんびり取り出しながら、

「ミラクルーっ」

　ちいさくつぶやいた。

　うれしそうで、たのしそうで、気分のいい朝だった。

　いつもよりすこしだけ遅くはじまった一限目。

　だけど、カノジョの朝は、だいたいいつもこんなかんじだ。

　安あ比い奈なひな子の朝は、遅い。







　　　　『ばらの花。』




　　　　　　　perfume of love






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんは、柑かん橘きつ系の匂いが好きだった。

　レモンが弾はじけたみたいな、あの香り。

　でもすっぱいのは苦手。

　レモンスカッシュはあまいのが飲みたい。

　ジンジャエールはあまいのがいい。

　辛からいジンジャエールがあるって、知らないけれど。

　だって、もうすぐ夏だもの。

　だから、体育のあとの教室は柑橘系の香りで満たされていた。

　充じゆう満まんしていた。

　これってなんの匂いだろうってかぎ分けられないくらい混じり合っている。

　誰だれのかも判わからない香り。

　でも、いい匂い。

　好き。

　だって、しょうがない。

　だって、もうすぐ夏なんだもん。

　べたべたするし、じめじめしてる。

　さっぱりしたいじゃないか。

　体育のあとなんて特に。

　汗かくし。

「夏の体育は地じ獄ごくだわ」

　と花鈴は思う。

　みんなもそう思ってる。

　外は太陽光線がじりじり肌を焼く。

　ＳＰＦ50で足りる？

　室内は、体育館。

　日焼けはしない。けど、

　蒸むし暑さで呼吸ができなくなりそう。

　雨だとさらに……。

　湿度アップで、死んじゃいそう。

　なんにしたって、

「地じ獄ごくだっつーの」

　体育終わり。みんな汗だるまになって、教室に帰ってくる。

　見学してた子もじっとしてるだけで汗をかく。

「あっつー」

　体育サボリぐせのある織おり江え巫いち子こもきょうは真ま面じ目めに参加した。

　椅い子すにもたれかかりながら、ノートを団扇うちわがわりにする。

　更こう衣い室しつはあるけど、どうせ女子校だし。

　たいていの生徒は教室で着がえる。

　そのとき、あちらこちらから香ってくるんだ。

　そして満たされる。

　レモンスカッシュ感覚。

　正確には、レモンだけじゃなくて、グレープフルーツとか柑かん橘きつ系いろいろまじってる。

　制汗とかデオドラント系のスプレーだったりシートの香りだ。

　シャワー室はあるけど、体育のあとの休み時間（十分）で浴びて着がえて……。

　って考えるとかなりのムリがある。

　となると頼たよりになるのは、デオドラント系アイテム各種でしょう。

「あー、さっぱりぃぃー」

　花か鈴りんもべとべとする汗をシートで拭ふき取る。

「しゅわしゅわが飲みたいや」

　学校の自販機に炭しゆわ酸しゆわ系はあまりない。

　ので、夏場になるとみんな少しでもしゅわしゅわしたいのかなんなのか、売り切れてるときが多かった。

　さっきも自販機に寄ったけど、もうすでに炭酸系に『売り切れ』の赤ランプが点灯してた。

　レモンスカッシュ。

　飲みたかったなー。

　すっぱいのは苦手だけど。

「こっちのレモンでがまんすっか」

　ひとりごちて花鈴はレモンの香りのするデオドラントシートで、ごしごし顔を拭ふいた。

「あふーっ」

　おしぼりで顔や首をぬぐうサラリーマンのひとたちの気持ちが痛いくらいに判わかる気がした。

　さっぱりするもんね。

　体育のあとの教室。

　柑かん橘きつ系の香りでいっぱいだ。

　目をやれば、あちらこちらで、レモンスカッシュ感覚。

「しっかし、やっぱ女子校だわ……ここ」

　あらためて、そんなことを思った。

　だって、

　みんな、




　──だいたん。




　なんだもの。

　みんな、汗を拭ふいたりするのに、上半身ブラだけとか。

　短ハーパンはいてる娘コはまだましで、ショーツまるだしとかふつうにいる。

「…………ジョシコー、マジ羞しゆう恥ち心しん……」

　異性の目がないってこういうもんだ。

　にしても。

「目のやり場にこまっちゃうな……」

　男子中学生みたいに花か鈴りんは、自分の席で背中をまるめてちっちゃくなった。

　カワイイ女子たちがあられもない姿になってる。

　なんて役やく得とくだろうか！

「女子に生まれてよかったーっ！　ＪＫサイコーっ！」

　なんて言ってみたり。

　つっても、遠えん慮りよなくガン見とかしませんが。

　だいたい、見てると自分の貧ひんそうな身体からだがイヤになってくる。

　ネガティブこじらせそうになる。

　特に、となりの席の──カノジョを見てると。

「よいしょっ」

　汗ばんでるからか、安あ比い奈なひな子は体操着を脱ぐのにてまどってた。

　──どんくさい。

「あれー、なんかひっかかってるー」

　ぐいぐいやってもうまくシャツが脱げない。

「なにやってんの、姫ひめ」

　と言いつつ、手を貸さずに巫いち子こはカノジョをにんまり観かん察さつしている。

　ひな子は身体が硬い。

　動きも鈍にぶい。

　さっきから真っ白いおなかをだいたん露ろ出しゆつさせてるだけで、シャツが脱げてない。

「もう！　よし、下から！」

　あんまり脱げないからあきらめてカノジョは、短パンを脱ぎはじめた。

「んしょんしょ」

　長くて綺き麗れいな脚あし。ほどよい肉づきで、やわらかそう。

　触ふれたらきっと、すべすべしてるんだろうな。

「よーし！」

　下が脱げたので、カノジョはそのままのイキオイで再びシャツにチャレンジしようとしていた。

　その前にスカートはけばいいのに……。

　って思いつつもその様子をちょっとだけ見守る。

「がんばれー、姫ひめー」

　すでに制服に着がえ、ブラウスのボタンをとめながら巫いち子こが気のない応おう援えんをする。

「がんばるーっ」

　そんなかよ。

　そんなに力まないとシャツ一枚も脱げないのか。

　イケてる女子なのに、どんくさっ。

　ちょっと、笑ってしまいそうになる。

　けど、安あ比い奈なひな子は実に真剣な眼まな差ざしで、両腕をクロスさせシャツの裾すそをつかんだ。

「えいやっ」

　気持ちが入ってるように聞こえない鼻にかかったあまい声でカノジョなりの気合いを入れ、さあ、いった。

「うー……っ！　あー、ぬげたっ」

　すっぽん。とカノジョがかかげた右手にシャツがゆらゆらしてる。

　が、しかし。

「ブッ！　ちょっと姫っ！」

　半分笑って半分あわてて、巫子が言う。

「ほおおあああああっ！」

　花か鈴りんも思わず目を見開いてしまった。

「えー？　なにー？」

　カノジョはそれに気づいてない。

「姫、出てる出てる！」

「なに？」

　不ふ思し議ぎそうに首をかしげるお姫さま。

　出てますよ！

　そう。

　そうなんです。

「お姫ひめさま、ブラジャーから胸があふれてますよ！」

　思い切って言ってあげたかった。

「姫っ、下した乳ちち！　下乳！　出てる！」

　びっくりして微び動どうだにできずただガン見するだけの花か鈴りんのかわりに、巫いち子こがそれを指摘した。

「んー？　出てる？　出てないよー？」

　うつむくがひな子には見えてないらしい。

　山あり谷あり。

　いや、出てますって。

「だいじょぶー」

　言って、カノジョが制服を着ようとするので、

「こらこら、さすがにそれはないわ」

　あきれたふうに巫子がカノジョのブラを直してあげる。

「小学生か……」

　と花鈴は思ったが。

　とんでもない。

　花鈴はうつむいて自分の胸もとを見た。

　哀かなしくなった。

「はみ出す心配ないけどねっ。てへっ☆」

　むなしくなった。

　チャイムが鳴る。

　もう、つぎの授業がはじまってしまう。

　着がえが遅れていたカノジョは、

「あーん、いそがなきゃー」

　ぱたぱたとブラウスをはおり、スカートに白い綺き麗れいな脚あしを通す。

　カノジョがかがむと、ふわり、シャンプーの香りがした。

　ふわりと香った。

　透すき通って、溶けてくみたいに鼻の奥を透とうり抜けていく。

　それは、

「バラの香りだ」

　と思う。

　柑かん橘きつ系のスッとする匂いのなかで、バラの香りがやけに胸に残ったんだった。







　　　　『女の子のあしくび。』




　　　　　　　school girl by my side






　　　　　　　♪




　安あ比い奈なひな子は、それを見ていた。

「脚あし……キレイ」

　気乗りのしない授業。

　カノジョがふと横目に見ると、靴くつ下したを忘れたあのコがスネでふくらはぎをこすってた。

　あのコもカノジョも授業開始が遅れて奇き蹟せき的に遅刻しなかった。

　その代だい償しようはあった。

　カノジョはノーメイクで、寝ぐせつき。

　あのコは、どれだけいそいでたんだろう。

　どれだけあわててたんだろう。

　ソックスをはいてなかった。

　うわばきを素す足あしで直じか履ばき。

　だけど。

　それがきっかけで気づいたんだ。

「あしくび、ほっそ」

　花きや車しやというか貧ひんそうに見えていたあのコのあし。

　ムダな贅ぜい肉にくのない細い足くび。

「むむー、」

　自分も美び脚きやくだと言ってもらえるけど、正直うらやまな脚をしてるじゃないか。

「みきもとのくせに、なまいきだ」

　カノジョは頬ほおをふくらませた。

「靴下はくの忘れるとか、マジありえないし……」

　あのコは、寒くないのにちょっと寒そうに脚をこすってた。

　きれいな脚をこすってた。

「雑誌に載のってたあのヒールとか、ああいうパンプスとかも似合うんじゃない？」

　なんて思いながら、カノジョはあのコの足に、お気に入りのシューズをはかせたり、脱がせたりしていた。

　あたまのなかで。

　心に想いながら。







　　　　『かぜのない日。』




　　　　　　　blow my mind






　　　　　　　♪




　美み樹き本もと花か鈴りんは、浮いていた。

　クラスのなかで、浮いていた。

　本人にその自覚があるのかないのか、判わからないけれど。

　そのクラスにいる誰だれとも違う〝個性〟を持ち、それを日々ちょっとずつ発はつ揮きしていたのは、事実だ。

　やっぱり、本人にその自覚がなく、

「あー、ぼっちだわー」

　と教室での自分の立ち位置に困っていたんだった。

　たしかに、花鈴はひとりでぽつんといることが多かった。

『孤こ独どくとは〝風か邪ぜ〟みたいなものだ』

　どっかのダレかが言ってた。

　よく判わからなかった。

　考えてみる。

　小学生のころ。

　痩やせぎすの花か鈴りんだけど、あまり風か邪ぜも引かず大きなケガもなく健けん康こう優ゆう良りよう児じだった。

　そんなある日。

　風邪を引いて、うちで寝ていた。

「もう、だいぶ熱も下がったし。おかあさん、ちょっと出てくるね」

　と母は、花鈴をおいて家うちを出ていった。

　ぽつん。

　ひとり。

　いつもの天てん井じようがやけに高い。

　いつもの家のなかがやけに、静か。

　風が窓をたたく音。

　車が走り去ってく音。

　自転車のブレーキ。

　キキィー。

　うるさいな。

　何ど処こからか鈴すずの音。

　やけに広く感じる部屋。

　誰だれも居ない。

　自分だけだ。

　のどかわいたな。

　ああ。

　さみしいな。

　ああああ。

　かなしいな。

　ああああああああ。

　おかあさん、はやく帰ってこないかな。

　ああああああああ。

　さみしくて、かなしくて、のどかわいて、おなかがすいて、不安になった。

　風邪なんてめったに引かないから。

　外はまだ明るいのに、まっくらな部屋のなかにいるような気がして。

「うううううー」

　泣き出してしまった。

　やがて戻ってきた母親が、

「あんた、なんでないてんの？」

　気持ち悪くなったのか？

　また熱がでたのか？

　と訊たずねるが、花か鈴りんは首を振った。

　ちいさく首を振って、ただ、泣いた。

「孤こ独どくって、風か邪ぜみたいなもんだ」

　口ずさんで、見た。

　あのときとおなじ。

　晴れた空。

　刺さるみたいにガラス窓を透すき通って突き抜けてくる太陽光線。

　カーテンを引いて、遮さえぎる。

　夏のミサイル。

　雲は綿わた菓が子し。なら、食べるよ。

　もしくは、パンケーキの上のふわふわクリーム。

　おいしそう。

　晴れてる空。

　あのときと、違う空。

　何年たったっけ。

　おかあさん。

　じゃがいものスープ、また作ってね。

　いま何時だっけ。

　アタシはいま、くだらん孤独主義者気どって、惚ほうけてるよ。

　となりの席で、美女が居眠りしてるよ。

　ばらの花。

　咲いてるみたいに見えるんだ。

　カノジョは、バラの香りをドレスみたいに身にまとってて。

　目を閉じて、なんの夢を視みてるんだろうか。

　眠る。眠る。

　微睡まどろんで、疎眠おろねぶる。

　いばらだらけのお城の奥のほう。

　すぅ、すぅ。

　寝息は静か。

　お姫ひめさまは、待ってるんだろうか。

　自分を目め覚ざめさせてくれる王子さまを待ってるんだろうか。

　でも、ここ女子校だし。

　カノジョのやわらかそうな、ほっぺ。

　キスしたら目が覚めるだろうか。

　王子さまじゃないけど。

　唇くちびると生クリーム。

　食べたら、おいしいの。

　たぶん。

「──美み樹き本もとさーん、ぼけっとしなーい」

「あ……、す、すいませんっ」

　よそ見してたら、怒られた。

「というか。美樹本さん、──……どうして泣いてるんです？」

　そりゃ教師が目を白黒させる。

「あ、あれ？」

　自分でも気づいてなかった。

　涙がぽろぽろ、頬ほおをすべってころんでる。

「そんな難むずかしかった？　いま、教科書読んでただけだよ??」

「いや、違います違うんですよ、コレは……っ」

　なんでだろ。

　どうしてだろ。

　なんでアタシ泣いてんの？

「はいはい。どうせ、あくびしてたんでしょ？　授業退屈でも、みなさんがんばりましょう」

　教師が冗じよう談だんっぽく言うと、教室にどっと笑いが起こった。

　あくびが出そうになった生徒はグッと奥おく歯ばを噛かみしめてる。

　じんわりにじむ涙。

　なんで、泣いてたんだっけ。

　まあ、いいか。

「すいませんすいません」

　謝あやまっとこう。

　あくびのせいだ。

　子どものころのころを思い出したからじゃなくて。

　いまも子どもだけど。

　カノジョがすごく綺き麗れいでなんだか感動してしまったからじゃなくて。

「……んーっ」

　カノジョが目を覚さました。

　目覚めのキス。

　じゃなくて、みんなの笑い声で目が覚めたみたいだ。

「んんーっ」

　椅い子すに座ったままちいさく窮きゆう屈くつそうに伸びをするカノジョ。

「あ……」

　涙がひとしずく。

　カノジョの頬ほおをすべってく。

　やわらかそうなほっぺた。

　あくびのせいだ。

　カノジョが涙を流したのは。

　きっと哀かなしい夢のせいじゃない。

　誰だれもたどりつけないいばらの城。たったひとり眠ってたせいじゃない。

　笑い声。

　たのしそうな音。

　窓をたたく太陽光線。

　笑う声。

「じゃあ、授業に戻りまーす」

　教師の声。

　まばらに返事をする。

　子どもたちの声。

　少女たちの音。

　女の子ばっかり。

　となりの席は、眠れる森の美女。

　目め覚ざめたけど。

　頬ほお杖づえついて、黒板を眺めてる。

　ゆるんだ瞳ひとみ。長いまつげ。

　やわらかそうな、ほっぺた。

「風か邪ぜなんて孤こ独どくみたいなもんだ」

　あれ？

　違ったっけ。

　まあ、いいや。

　くだらん孤独主義者は、知らなかった。

　浮いてるだけ。

　ただそれだけ。

　それはそれで、もう、この教室のなかでは、いつものこと。

　いつもの教室。

　いつものクラスメイト。

　いつもの、居眠り。

　いつもの、孤独主義者。

　気づいてなかった。

　美み樹き本もと花か鈴りんは、すっかり、このクラスの一員だってこと。




　みんなの笑顔の中心にいるなんて。




　思ってなかったのに。














　○ジョシコーセーの成分。







　ジョシコーセーの九十パーセントは、




　──アイスのチョコのぱりぱり感でできてる。






　　　　『放課後のこと。』


　　　　　　　after school









　子どものころ、「はやくオトナになりたいな」と思っていました。

　今の自分じゃできないことが多くて、たいくつでつまんない。

　もしくは、なにかがしたいワケじゃないけど、なにかができるんだったらやってみたい。

　やってみたいことはいくつもあったけど。

　できないことばかり。

　オトナに憧あこがれられるのは、子どもだけです。

　で、子どもだったあのころ「あーしたい、こーしたい」と思ってたことができてるのか？

　子どもの自分が憧れてたあのオトナになれたか？

　できたり、できなかったり。

　なってたり、なれなかったり。

　そもそも、子どものころどんなオトナになりたかったか。

　お酒が飲めて、タバコがすえて、好きなものを好きなだけ買える。

　そんな──オトナ？

　ところが、ボクはお酒が飲めませんし、タバコもすいません。

　好きなものを買ったりしますが、それが子どものころほしかったものかといえばそうではありません。

　今のボクが、欲しいものを、今、手にしています。

　今ほしいものを子どものボクがほっするかといえば、すべて「ＮＯ」ではないですが、

「ＹＥＳ」

　でもないと思われます。

　子どものころには判わからなかったこと、感じなかったこと、知らなかったことを今のボクは判っていて感じることができて知っています。

　しかし、子どものころには判っていたこと、感じていたこと、知っていたことを、今は判らなくなり、感じなくなり、忘れてしまっています。

　思い出そうとすれば思い出すのかもしれません。

　しかし、それは子どものころの自分じゃなく、今の自分がただ──思い出しているにすぎない、ただの想い出です。

　今のボクは、その想い出や記憶や経験や知識やその他諸々の、子どものボクが積み重ねていったもので、できあがっています。

　たとえば、この本を、子どものころのボクが手に取ったとして、

「うーん、べつに今は、いらない」

　と言うかもしれません。

　もしか、

「ぜったいにコレは今のボクに不可欠なものだ！」

　みたいなことを思うかもしれません。

　結局、子どものころの自分のことを知っているのは、子どものころの自分だけだし、今の自分のことを知っているのも今の自分だけなんでしょう。たぶん。

　まあ、ですね。

　こんなことを書いているボクだって、未来のボクはなんて思うんでしょうか。

「バッカじゃないんけ」

　ってほんのり哀かなしげな顔をするかもです。

　結局、ボクは今を生きています。

　過去があって、今があって。

　今があって、未来に繋つながって。

　此こ処こから、何ど処こかに繋がっていくんでしょう。

　だったら、いいな。って思うんです。

　たとえば──今、この本を手にしたあなたが、未来に繋がっていくとして、

　この本が未来のあなたの、想い出やなにかのカケラにでもなってくれれば、いいな。って。

　もしか──今のあなたには、まったく必要ないものだったとして、

　この本がいつかのあなたの、なにかになってくれたら、いいな。

　ってゆうアレで。




　ハセガワケイスケでした。

　どうも、ありがとう。

　愛を込めて。














──きらきら惹かれ、きらきら光るよ。







「ジョシコーセーの成分。」

SCHOOL GIRL OVERFLOW




「オンナノコの成分。」

1st school: school girl goes to gir's school

＊　＊　＊

成分そのいち。「おんなのこの成分。」

1st contituent: pretty neighborhood

＊　＊　＊

「水玉色のジェネレーション。」school girl goes to gir's school

「檸檬のころ。」lemony girl

「ポニーテールの揺れ方。」twisted days

「眠りの森の少女たち。」sleep(premix)

＊

成分そのに。「ハウメニィタッチズトゥフィールの季節。」

2nd contituent: how many touches to feel you?




「雨棚の子供たち。」native dancer

「デルモのこと。」orimo masao's talk show at that pool

「おへその穴。」ritardando

「あの娘ぼくが苺ミルクのヒミツを言ったらどんな顔するだろう。」

strawberry strawberry strawberry

「月のキャベツ。」sail to the moon(brush cobwebs out of the sky)

「えくぼのこと。」school girl's spiral days

「雨に濡れていたのに。」gaze my red shoes

＊

成分そのさん。「女の子のあしくび。」

3rd contituent: school girl melancholinista




「三つ編みのころ。」mitsuami heroine

「君は僕じゃないのに。」am i cofusing u?

「魚の模様。」fish and ships

「スカートの羽根。」mini skirt

「ばらの花。」perfume of love

「女の子のあしくび。」school girl by my side

「かぜのない日。」blow my mind

＊　＊　＊

作・構成／ハセガワケイスケ

イラストレーション／ゆあ

プロデュース／三木一馬、荒木人美

製作／電撃文庫（アスキー・メディアワークス）






team JK

school staff




written and composed by hasegawa*k-ske

art works and designed by yua*

produced by miki kazuma(dengeki bunko)

co-produced by araki hitomi(dengeki bunko)

book designed by watanabe hirokazu(2725 Inc.)

executive produced by tokuda naomi(dengeki bunko)

made by dengeki bunko

manufatucerd by ascii media works







team JK

starring are




aina hinako

and

kisaragi hatsuho

orie ichiko

hattori minae

mitsugaya tsukumo

hii fumie

okuseri miyako

with

mikimoto karin







special thanks to you!!







presented by the cheerful monsters

performed by team JK













for " your lovely world!! "
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ハセガワケイスケ

12月26日。福井県うまれ。

音楽、写真、サッカーが好き。

苦手なもの多数。

すっぱい、からい、にがい、

くらい、せまい、さむい。

あと、方向音痴。

ひどく忘れっぽい。

犬と猫にまみれ狂いたい。

[image: ]




ゆあ

チョコレートにうもれつつのんびりらくがきしてます。









[image: ]電撃文庫





ジョシコーセーの成せい分ぶん。




SCHOOL GIRL OVERFLOW








ハセガワケイスケ
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